
主な内容 CONTENTS
議会だより
まちのわだい
保健センター情報・子育て支援
市立病院だより・人権
情報コーナー
宇陀の夏を彩る夏祭り

2～5
6・7
8～11
12・13
14～27

28

総　数　37,642人（-82）
男　　18,025人（-32）
女　　19,617人（-50）
世帯数　13,197世帯（-8）

平平成成1199年年88月月１１日日現現在在

宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀市の誕
生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らかな水をイメ
ージ。全体として宇陀市の魅力と活力あふれる将来像を表徴しています。 Public Information UDA
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彼岸花が咲き誇る佛隆寺（榛原区赤埴）【昨年撮影】



広報うだ　 2

◆
平
成
19
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
平
成
19
年
度
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
宇
陀
市
財
産
区
管
理
委
員
の
選

任３
名
の
委
員
が
任
期
満
了
と
な

る
た
め
後
任
の
委
員
と
し
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

・
徳
永
　
一
弥
氏

（
菟
田
野
区
古
市
場
）

・
東
　
仙
司
氏
（
同
区
岩
c
）

・
中
野
　
健
治
氏
（
同
区
平
井
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

１
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
委
員
が

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

行
政
改
革
に
よ
る
組
織
改
変
に

伴
い
、
企
画
調
整
部
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
に
お
け
る
部
落
差
別
撤

廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

こ
と
を
目
指
す
条
例
の
一
部
改

正こ
の
条
例
の
「
部
落
差
別
撤
廃

と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
」
等

の
条
文
を
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

平
成
19
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
12
日
か
ら
22
日
ま

で
の
11
日
間
で
開
か
れ
ま
し

た
。今

期
定
例
会
で
は
、
平
成

19
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例

の
制
定
及
び
一
部
改
正
な
ど

の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。議

会
で
の
審
議
の
結
果
、

一
部
を
除
い
て
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

第2回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

専
　
決
　
処
　
分

条
例
・
規
則
改
正
な
ど

予
　
算
　
関
　
係

０
３
５
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
19
年
度
宇
陀
市
土
地
取
得

事
業
特
別
会
計
予
算

市
土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
の

た
め
、
先
行
取
得
土
地
の
一
部
を

買
い
戻
す
も
の
で
、
予
算
総
額
は

６
億
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
と
し
て
乳
幼
児
医

療
の
通
院
の
対
象
年
齢
を
３
歳
未

満
か
ら
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
に

拡
大
す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
と

環
境
保
全
を
目
的
に
、
ご
み
の
減

量
化
と
資
源
化
を
図
れ
る
よ
う
分

別
収
集
を
行
う
た
め
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

◆
宇
陀
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に

よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
水
質
の

汚
濁
並
び
に
災
害
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
条
例
の
制
定

土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土

壌
の
汚
染
や
災
害
の
発
生
を
未
然

に
防
止
し
、
市
民
生
活
の
安
全
確

保
と
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
農
村
公
園
条
例
の
一
部

改
正

平
井
農
村
公
園
の
地
区
集
会
所

の
設
置
に
よ
る
廃
止
と
二
つ
の
農

村
公
園
の
設
置
に
よ
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◆
道
の
駅
「
宇
陀
路
大
宇
陀
阿
騎

野
宿
」
条
例
の
一
部
改
正

道
の
駅
を
指
定
管
理
者
に
よ
り

運
営
す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
福
祉
会
館
条
例
の
一
部

改
正

・
西
浦
　
靖
明
氏
（
榛
原
区
赤
瀬
）

◆
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙

欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
次
の
方

が
連
合
議
会
議
員
に
選
挙
さ
れ
ま

し
た
。

・
井
谷
　
憲
司
氏

（
榛
原
区
天
満
台
西
）

◆
宇
陀
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
次
の
方

が
委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

・
竹
内
　
幹
郎
氏（

榛
原
区
上
井
足
）

◆
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
の
選
挙

市
議
会
議
員
の
区
分
で
広
域
連

合
議
会
議
員
の
候
補
者
が
定
数
を

超
え
た
た
め
、
県
内
各
市
議
会
で

選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
19
年
度
予
算
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２
件
の
事
故
に
対
す
る
損
害
賠

償
金
１
２
３
万
９
千
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
１
７
６

億
２，
１
２
３
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
全
額
を
全
国
町
村

会
総
合
賠
償
補
償
保
険
に
よ
り
対

応
し
ま
し
た
。

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

前
年
度
医
療
費
交
付
金
、
国
県

費
負
担
金
の
精
算
に
よ
る
増
額
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
41
億
７，

人
　
事
　
関
　
係

く
す
」
等
の
表
現
に
変
更
す
る
発

議
が
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

部
落
差
別
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
選
奨
条
例
の
一
部
改
正

選
奨
の
対
象
と
な
る
基
準
を
見

直
し
、
市
民
の
さ
ら
な
る
活
躍
と

市
勢
の
発
展
を
図
る
た
め
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
一
般
職
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

行
政
改
革
に
よ
る
組
織
改
編
に

伴
い
、
地
域
事
務
所
の
区
次
長
職

及
び
地
域
教
育
事
務
所
長
職
の
廃

止
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正

市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全

化
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
公

社
の
先
行
取
得
土
地
の
買
戻
し
を

行
う
た
め
、
宇
陀
市
土
地
取
得
事

業
特
別
会
計
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

行
政
財
産
の
貸
付
け
又
は
私
権

を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正



榛
原
福
祉
会
館
建
物
の
老
朽
化

に
伴
い
、
廃
止
す
る
た
め
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

◆
平
成
19
年
度
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

事
業
計
画
の
あ
る
辺
地
５
地
区

の
う
ち
赤
埴
、
小
原
、
峠
の
３
地

区
の
辺
地
に
つ
い
て
、
総
合
整
備

計
画
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と

大
宇
陀
温
泉
あ
き
の
の
ゆ
脱
衣

室
で
起
き
た
転
倒
事
故
と
室
生
不

思
木
の
森
公
園
内
滑
り
台
で
起
き

た
転
倒
事
故
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
相
手
方
と
和
解
し
、
損
害
賠
償

額
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
請
願
に
つ
い
て
】

次
の
２
件
の
請
願
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

◆
「
本
郷
地
区
へ
の
循
環
バ
ス
の

乗
り
入
れ
に
関
す
る
請
願
」

◆
「
榛
原
福
祉
会
館
建
物
保
存
に

関
す
る
請
願
」

【
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て
】

次
の
２
件
の
意
見
書
と
１
件
の

決
議
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。

◆
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対
策
や

地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
・
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

◆
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
国
際

条
約
の
締
結
を
求
め
る
意
見
書

◆
核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決

議

徐
々
に
で
は
あ
る
が
一
定
の
成
果

を
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
は
都
市
再
生
整
備
計
画
の
策
定

に
伴
い
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。平

成
21
年
５
月
ま
で
に
実
施

さ
れ
る
裁
判
員
制
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

裁
判
員
制
度
は
国
民
の
司

法
へ
の
参
加
を
実
現
す
る
制

度
で
、
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
法

律
の
専
門
家
で
は
な
い
方
の
感
覚

が
、
裁
判
の
内
容
に
反
映
さ
れ
、

国
民
の
司
法
に
対
す
る
理
解
と
信

頼
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
置
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
広
報

紙
へ
の
掲
載
な
ど
引
き
続
き
啓
発

を
行
い
、
研
修
等
も
含
め
制
度
の

周
知
徹
底
に
努
め
る
。

土
地
開
発
公
社
の
所
有
土
地

に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社
は
、
福
祉

の
増
進
や
地
域
の
整
備
の
た

め
に
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
に
よ

り
用
地
を
先
行
取
得
し
、
公
共
事

業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

今
回
、
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

を
設
置
し
、
財
政
事
情
も
加
味
し

て
事
業
化
で
き
る
土
地
は
早
急
に

市
が
買
戻
し
、
未
事
業
化
土
地
の

践
に
大
変
有
効
で
あ
る
。
番
組
の

制
作
、
運
営
に
は
人
材
と
財
源
等

が
必
要
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富

な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
団
体

も
有
効
に
活
用
し
、
必
要
な
情
報

を
的
確
に
発
信
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
整

備
の
中
期
計
画
の
作
成
に
つ

い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て
少

子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
内
外
の
道

路
網
の
整
備
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
県
道
、
市
町
村
道
に
至
る
体

系
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
は

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
市
長
自
ら

国
や
関
係
機
関
に
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
申
し
入
れ
て
き
た
。
市
の

各
区
を
結
ぶ
道
路
網
の
整
備
等
も

含
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

近
鉄
榛
原
駅
南
側
広
場
の
整

備
及
び
商
店
街
の
活
性
化
に

つ
い
て
（
今
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
）

榛
原
駅
周
辺
の
市
街
地
は
、

ま
ち
の
顔
と
し
て
宇
陀
の
玄

関
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
活
性
化
に
向
け
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
や
商

工
会
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
な
ど
、
行
政

や
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答

の
要
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
立
病
院
建
設
と
病
院
運
営

に
つ
い
て

既
存
施
設
や
医
療
機
器
の

有
効
活
用
な
ど
経
費
の
節
減

に
努
め
、
近
隣
病
院
と
の
機
能
分

担
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を
目
指
す
。

国
の
医
療
費
抑
制
政
策
の
下
、
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
機
動
性
・

柔
軟
性
・
透
明
性
を
高
め
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
運
営

を
行
う
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

基
礎
学
力
を
つ
け
、
自
ら

学
び
考
え
る
力
を
育
成
し
、

子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
の
理
解
、

習
熟
度
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た

め
に
少
人
数
加
配
等
の
制
度
も
あ

る
が
、
市
財
政
の
現
況
か
ら
は
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
国
で
も
学
級

編
成
基
準
を
大
幅
に
弾
力
化
し
、

実
態
に
即
し
た
教
員
配
置
や
習
熟

度
別
指
導
、
少
人
数
指
導
の
拡
充
、

図
書
の
充
実
等
学
校
現
場
の
創
意

工
夫
に
よ
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
提
言
も
あ
り
、
今
後
も
使
え
る

制
度
は
活
用
し
児
童
・
生
徒
の
基

礎
学
力
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て４

区
の
歴
史
文
化
・
芸

術
・
産
業
の
特
色
を
踏
ま
え
、

総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

が
、
人
々
の
交
流
を
一
層
深
め
る

た
め
に
各
区
を
結
ぶ
環
状
道
路
網

の
整
備
や
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
。
よ
り
高
度
で
良
質
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
情
報
基
盤
を
整

備
し
、
生
活
情
報
や
行
政
情
報
の

提
供
を
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
と

行
政
が
そ
の
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

宇
陀
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
活
用
方
法
に
つ
い

て

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
等
で
周
知
に
努

め
て
い
る
が
、
そ
の
関
心
の
高
さ

か
ら
熱
心
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
の
み
な
ら
ず
市
の
自
主
放

送
は
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
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民
間
へ
の
売
却
や
貸
付
、
駐
車
場

利
用
等
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
財
政
の
現
状

と
住
民
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て

国
保
税
の
減
免
制
度
の
周

知
に
つ
い
て
は
納
付
書
発
行

時
に
広
報
し
、
滞
納
世
帯
に
は
短

期
証
を
発
行
し
て
い
る
。
健
全
な

国
保
事
業
の
運
営
の
た
め
基
金
を

積
み
立
て
て
い
る
が
、
後
期
高
齢

者
も
増
え
つ
つ
あ
る
中
、
毎
年
の

取
り
崩
し
に
よ
り
底
を
つ
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
今
後
保
険
税
額
の

統
一
に
向
け
た
改
定
も
段
階
的
に

行
い
、
医
療
費
の
支
出
に
見
合
う

健
全
な
運
営
に
努
め
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て団

塊
の
世
代
の
退
職
に
よ

り
大
量
に
国
保
へ
加
入
し
、

今
後
の
財
政
負
担
の
増
大
が
予
想

さ
れ
る
中
、
国
保
会
計
と
高
齢
者

医
療
の
安
定
化
に
向
け
、
現
行
の

老
人
保
健
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
来

年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
る
。
県
内
市
町
村
に

よ
る
広
域
連
合
が
賦
課
・
給
付
業

務
を
、
市
が
徴
収
・
窓
口
業
務
を

行
う
。
所
得
水
準
に
応
じ
た
保
険

料
の
軽
減
制
度
等
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
周
知
し
て
い
く
。

公
共
工
事
の
「
郵
便
入
札
」

導
入
の
メ
ド
（
公
共
工
事
の

金
額
別
、
落
札
先
別
の
落
札
率
の

違
い
）

今
年
６
月
よ
り
試
行
実
施

し
て
い
る
郵
便
入
札
の
導
入

に
よ
り
、
誰
が
入
札
に
参
加
し
て

い
る
の
か
、
入
札
参
加
者
は
も
ち

ろ
ん
、
市
職
員
で
す
ら
わ
か
ら
な

い
の
で
、
談
合
防
止
の
効
果
は
高

い
。
平
成
18
年
度
の
落
札
率
が
高

い
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事
の
場
所
、

内
容
等
に
よ
り
条
件
が
違
う
た
め
、

一
概
に
落
札
率
だ
け
で
の
評
価
は

で
き
な
い
。

市
有
地
の
占
拠
と
市
営
住
宅

の
増
改
築
の
調
査
状
況
に
つ

い
て

市
有
地
の
占
拠
に
つ
い
て

は
再
三
に
わ
た
り
本
人
と
折

衝
を
重
ね
、
市
の
顧
問
弁
護
士
と

も
対
応
策
を
相
談
し
、
文
書
指
導

や
警
告
を
行
っ
て
お
り
、
市
営
住

宅
地
内
の
不
法
占
用
に
対
し
て
も

撤
去
命
令
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
も
改
善
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

市
営
住
宅
の
無
届
増
改
築
に
つ
い

て
は
全
戸
調
査
の
結
果
を
精
査
し

て
対
応
を
検
討
す
る
。

長
年
に
渡
る
農
地
の
無
届
出

転
用
（
登
記
外
の
土
地
利
用

に
対
す
る
課
税
）

農
地
無
断
転
用
に
つ
い
て

は
、
そ
の
土
地
が
農
地
法
の

適
用
を
受
け
な
い
場
合
、
事
実
確

認
願
を
提
出
す
る
よ
う
、
担
当
地

区
農
業
委
員
を
通
じ
て
土
地
所
有

者
に
指
導
し
て
い
る
。
今
後
は
市

広
報
紙
に
転
用
許
可
が
事
前
に
必

要
な
こ
と
を
掲
載
し
、
各
担
当
地

区
の
農
業
委
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
農
地
法
の
周
知
を
図
り
た
い
。

課
税
に
つ
い
て
は
評
価
基
準
に
沿

っ
て
適
正
に
行
っ
て
い
く
。

宇
陀
市
２
年
目
を
迎
え
て

（
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

現
に
向
け
て
所
信
を
問
う
）

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

基
本
理
念
を
継
承
し
な
が
ら
、

本
市
に
と
っ
て
必
要
な
諸
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の
「
信
頼

さ
れ
る
市
立
病
院
の
整
備
」
に
つ

い
て
は
、
病
院
建
設
基
本
構
想
に

基
づ
き
各
方
面
か
ら
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
平
成
23
年
度
竣

工
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、「
情
報
化
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
事
業
）
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、

各
地
域
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
お
り
、
テ
レ
ビ
受

信
の
難
視
聴
解
消
の
み
な
ら
ず
、

高
度
情
報
化
に
対
応
で
き
る
施
設

整
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
「
行
政
改
革
の
推
進
」

に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
き
歳
出
削
減
と
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ら
３
つ
を
柱
と
し
て
、

市
民
の
幸
せ
を
願
い
、
市
全
体
が

均
衡
の
と
れ
た
豊
か
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
む
。

宇
陀
市
教
育
行
政
へ
の
所
信

を
問
う
（
課
題
に
向
け
て
の

方
針
な
ど
取
り
組
み
へ
の
姿
勢
に

つ
い
て
）予

想
だ
に
し
な
い
事
件
が

起
こ
る
昨
今
、
何
が
起
き
て

も
ま
ず
児
童
、
生
徒
の
生
命
を
守

る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。
ま
た

緊
急
の
課
題
と
し
て
、
安
全
・
健

康
・
食
育
・
耐
震
化
の
問
題
、
学

力
の
向
上
、
学
校
再
編
、
家
庭
・

地
域
の
教
育
力
向
上
や
い
じ
め
・

不
登
校
の
問
題
等
も
あ
り
、
こ
れ

ら
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
子
ど

も
達
の
教
育
環
境
を
整
備
し
、
そ

の
中
で
育
て
て
こ
そ
他
の
人
達
を

敬
愛
し
、
恩
恵
の
念
を
持
っ
て
成

長
す
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

各
区
の
優
先
課
題
（
重
点
事

業
）
に
向
け
て
区
の
方
向
性

に
つ
い
て均

衡
あ
る
市
の
発
展
の
た

め
、
古
い
ま
ち
な
み
や
宇
陀

松
山
城
跡
の
保
存
整
備
、
メ
イ
プ

ル
パ
ー
ク
整
備
事
業
、
市
立
病
院

や
都
市
計
画
道
路
、
榛
原
駅
前
広

場
及
び
駅
周
辺
の
整
備
、
生
活
基

盤
整
備
事
業
や
小
学
校
跡
地
活
用

事
業
な
ど
各
区
に
お
い
て
計
画
等

は
あ
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
す
べ
て
当
初
の
計
画
ど
お
り
進

め
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
地
域

住
民
の
要
望
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
地
域
協
議
会
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
市
総
合
計
画
の
中

で
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

地
方
自
治
法
等
、
法
令
の
規

定
に
よ
る
当
市
の
財
政
状
況

等
の
公
表
の
義
務
付
け
に
つ
い
て

一
時
借
入
金
の
適
正
な
運

用
を
し
な
け
れ
ば
、
夕
張
市

の
よ
う
な
事
態
は
起
き
る
。
市
の

水
準
は
適
正
で
あ
る
が
、
こ
れ
か

ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
実
質
公
債
費

比
率
は
全
国
的
に
も
高
い
水
準
に

あ
り
、
で
き
る
限
り
経
費
節
減
等

抑
制
す
る
努
力
を
し
て
い
く
。
地

方
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
や
こ
れ
に
基

づ
く
連
結
決
算
の
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
る
が
、
困
難
は
あ
る
も
の

の
実
施
に
向
け
準
備
を
し
て
い
く
。

厚
労
省
地
域
医
療
の
指
針
案

と
院
内
感
染
の
対
策
に
つ
い

て

国
の
方
針
は
、
国
民
の
医

療
に
対
す
る
安
心
、
信
頼
の

確
保
を
目
指
し
、
医
療
計
画
制
度

の
中
で
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携

を
推
進
し
、
地
域
に
お
い
て
良
質
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の
開
発
規
制
の
緩
和
な
ど
、
団
塊

の
世
代
の
方
々
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
Ｐ
Ｒ
を
十
分
に
考
え
て
い
き

た
い
。市

立
病
院
建
設
に
つ
い
て

市
立
病
院
は
老
朽
化
、
狭

隘
化
し
て
お
り
、
市
立
病
院

の
建
設
は
合
併
の
最
大
の
事
業
で

も
あ
る
。
収
益
拡
大
や
コ
ス
ト
削

減
に
取
り
組
み
、
よ
り
効
率
的
で

良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し

て
提
供
で
き
る
病
院
整
備
の
た
め
、

で
き
る
限
り
経
費
を
圧
縮
し
な
が

ら
、
長
期
的
な
視
点
で
計
画
し
、

市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め

平
成
23
年
度
の
開
院
を
目
指
し
努

力
し
て
い
く
。

同
和
対
策
、
人
権
施
策
の
取

組
み
に
つ
い
て

同
和
問
題
は
、
基
本
的
人

権
と
人
間
の
尊
厳
に
関
わ
る

重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
日
ま
で
、
特
別
措
置
法

に
よ
り
一
定
の
環
境
改
善
は
さ
れ

て
き
た
が
、
依
然
、
心
理
的
差
別

が
残
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
に
対
し
て
、
人
権
行
政
と
同

和
行
政
は
同
じ
と
捉
え
、
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

り
事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
も
道
路
整
備
等
に
よ
る
交
通
量

の
増
大
も
予
想
さ
れ
、
引
き
続
き

県
と
協
議
し
取
り
組
む
。
都
市
計

画
道
路
下
井
足
西
峠
線
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
も
協
議

し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
、
今
後
の
宇
陀
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
は
、

国
の
二
つ
の
事
業
の
趣
旨
を

組
み
合
わ
せ
、
子
ど
も
達
を
健
や

か
に
育
む
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

放
課
後
や
週
末
に
地
域
の
方
々
の

参
画
を
得
て
と
も
に
勉
強
や
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
活
動
、
地
域
住
民
と

の
交
流
活
動
等
に
取
り
組
む
も
の

で
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
育
て
や
す
い
環

境
を
醸
成
す
る
こ
と
か
ら
、
一
体

的
な
事
業
の
実
施
を
検
討
し
て
い

く
。

他
の
地
域
か
ら
の
団
塊
の
世

代
の
招
致
に
つ
い
て
、
宇
陀

市
と
し
て
の
取
り
組
み
は

団
塊
の
世
代
の
中
に
は
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
に

住
み
、
農
業
な
ど
を
し
た
い
と
考

え
る
方
も
多
く
、
市
の
人
口
が

年
々
減
少
す
る
中
、
遊
休
農
地
等

の
有
効
利
用
の
た
め
の
担
い
手
バ

ン
ク
の
活
用
、
市
街
化
調
整
区
域

使
用
料
や
受
講
料
等
の
必
要
経
費

は
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
市
の
７
つ
の
公

の
施
設
の
指
定
管
理
も
行
っ
て
い

る
。
今
後
各
施
設
の
運
営
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
更
な
る
経
営
努
力

と
市
民
へ
の
啓
発
活
動
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
役
所
（
本
庁
）
に
お
い
て

行
政
事
務
事
業
の
一
本
化
と

総
括
集
中
配
置
を

各
区
に
地
域
事
務
所
や
そ

の
周
辺
の
公
有
地
・
施
設
が

あ
る
が
、
将
来
本
庁
に
行
政
機
能

を
集
中
さ
せ
る
と
、
不
用
な
施
設

も
出
て
く
る
。
維
持
管
理
経
費
や

資
産
の
有
効
活
用
と
い
う
点
か
ら

も
問
題
で
あ
り
、
地
区
住
民
に
と

っ
て
の
利
便
性
を
考
え
な
が
ら
、

施
設
の
要
不
要
の
判
断
を
早
急
に

行
い
、
効
率
的
な
運
用
を
図
り
、

公
募
に
よ
る
民
間
へ
の
売
却
も
含

め
処
分
を
検
討
し
ス
リ
ム
化
を
図

っ
て
い
く
。

近
鉄
榛
原
駅
西
方
の
南
北
通

路
改
修
と
危
険
踏
切
の
整
備

改
修
を

近
鉄
榛
原
駅
西
方
の
長
谷

寺
７
号
踏
切
及
び
国
道
３
７

０
号
線
の
整
備
・
改
修
は
、
関
係

機
関
と
も
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

近
接
す
る
踏
切
と
の
統
廃
合
や
国

道
か
ら
の
進
入
路
の
問
題
等
に
よ

計
画
も
各
地
域
協
議
会
に
諮
り
策

定
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
地
域
の

各
種
団
体
の
活
動
は
市
政
の
執
行

に
大
切
な
人
的
資
源
で
あ
り
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
し
て
の

ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
。

今
後
も
行
政
と
地
域
の
意
思
疎
通

を
図
り
、
自
治
会
や
地
域
協
議
会

を
十
分
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

長
寿
社
会
に
お
け
る
高
齢
者

福
祉
団
体
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

等
に
対
す
る
関
係
機
関
の
支
援
と

援
助
の
在
り
方
と
団
体
の
期
待
に

つ
い
て

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者

が
生
き
が
い
を
高
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
地
域
を
豊
か
に

す
る
活
動
を
自
主
的
に
進
め
て
お

り
、
高
齢
者
の
地
域
福
祉
推
進
の

た
め
、
行
政
と
関
係
機
関
が
連
携

し
、
一
定
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
団
塊
の
世
代
の
増
加
も
あ

り
、
市
や
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
尚

一
層
連
携
し
、
更
な
る
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
も
十

分
協
議
し
て
い
く
。

宇
陀
市
文
化
体
育
事
業
団
の

諸
課
題
に
つ
い
て

市
文
化
体
育
事
業
団
は
施

設
の
特
性
を
活
か
し
、
文
化
、

体
育
等
の
振
興
の
た
め
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
を
組
み
立
て

運
営
し
て
お
り
、
採
算
に
応
じ
た

か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提

供
す
る
体
制
の
確
保
な
ど
基
本
的

事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
院
と

し
て
も
患
者
様
中
心
の
医
療
に
向

け
て
職
員
が
一
丸
と
な
り
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
当
院

で
は
、
院
内
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
毎
月
対
策
委
員
会

を
開
き
院
内
感
染
防
止
策
や
こ
れ

ま
で
の
感
染
菌
の
状
況
な
ど
継
続

的
な
調
査
に
よ
る
防
止
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

環
境
省
温
泉
法
改
正
に
よ
る

美
榛
苑
温
泉
に
つ
い
て

温
泉
法
の
改
正
に
よ
り
温

泉
施
設
に
お
い
て
表
示
す
べ

き
項
目
が
増
え
、
さ
ら
に
温
泉
の

成
分
分
析
も
定
期
的
に
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
美
榛
苑
に

お
い
て
は
、
温
泉
水
に
加
水
を
し

て
い
な
い
こ
と
、
冷
泉
で
あ
る
た

め
適
温
ま
で
加
温
し
て
い
る
こ
と
、

ろ
過
器
で
循
環
を
行
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
項

目
は
す
で
に
具
体
的
に
表
示
し
て

い
る
。住

み
よ
い
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
と
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
創
造
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
意
向
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
域

協
議
会
を
中
心
に
市
民
の
意
見
を

集
約
し
行
政
運
営
を
行
う
。
総
合

5 広報うだ　2007.9
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「
う
た
少
年
少
女
ク
ラ

ブ
」
近
畿
大
会
出
場

７
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第

38
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、

「
う
た
少
年
少
女
ク
ラ
ブ
」
の

男
子
チ
ー
ム
が
準
優
勝
と
な

り
、
８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た

第
25
回
近
畿
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
大
会
（
大
阪
府
立
臨
海
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
に
、
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
代
表
と
し
て

出
場
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
２
府
４
県
か
ら
代
表
チ

ー
ム
が
集
い
、
決
戦
を
繰
り
広

げ
た
結
果
、
見
事
初
出
場
で
初

優
勝
と
い
う
快
挙
を
修
め
ら
れ

ま
し
た
。

宝
く
じ
収
益
金
で
地
域

の
活
性
化

7
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民

の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
事
業
と
し
て
菟

田
野
区
に
お
い
て
、
古
市
場
自

治
会
及
び
松
井
自
治
会
が
、
安

心
安
全
な
ま
ち
を
守
り
地
域
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一

層
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、

自
治
会
内
の
防
犯
灯
の
新
設
設

備
に
際
し
助
成
を
受
け
ま
し

た
。

室
生
区
向
渕
で「
里
山
林
機

能
回
復
整
備
事
業
」始
ま
る

「
里
山
林
機
能
回
復
整
備
事

業
」
と
は
、
森
林
環
境
税
を
活

用
し
た
市
民
参
加
の
森
づ
く
り

で
す
。
以
前
か
ら
、
竹
林
整
備

を
き
っ
か
け
に
、
向
渕
の
環
境

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
向

渕
さ
と
や
ま
遊
友
ク
ラ
ブ
」

（
清
水
康
男
代
表
　
会
員
38
名
）

が
市
で
初
め
て
事
業
認
定
さ

れ
、
本
格
的
に
事
業
を
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
初
日
の
７
月
８
日
に
は

25
名
の
参
加
の
も
と
、
伐
採
や

遊
歩
道
づ
く
り
計
画
の
打
ち
合

わ
せ
の
後
、
竹
林
整
備
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伐
採

し
た
竹
の
有
効
利
用
も
計
画
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
竹
炭
づ
く

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
里
山
が
手
入
れ

さ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
の
風
景
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
里
山
再
生
活
動
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
は
「
皆
様
の
協
力

を
得
て
、
近
い
将
来
に
多
く
の

広
葉
樹
が
育
ち
、
四
季
折
々
に

私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
ん
な
夢
を
描
き
な
が
ら
、
ぼ

ち
ぼ
ち
進
め
て
い
き
ま
す
。
」

と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

選
手
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
同
チ
ー
ム
は
８
月
に

大
阪
で
行
わ
れ
る
近
畿
大
会

に
、
男
女
そ
ろ
っ
て
の
ア
ベ
ッ

ク
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

近畿スポーツ少年団交流大会で優勝した男子
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７
月
31
日
、
県
庁
に
お
い
て

「
平
成
19
年
度
奈
良
県
献
血
功

績
者
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、

宇
陀
市
は
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た

り
献
血
事
業
に
積
極
的
に
協
力

し
、
他
の
模
範
と
な
る
功
績
を

残
し
た
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
献
血
事
業

に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
事
業
で
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞

多
彩
な
催
し
住
宅
祭
り

７
月
22
日
、
総
合
体
育
館
前

広
場
で
、
今
年
で
２
回
目
と
な
る

「
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
う
住
宅
祭

り
」（
建
築
労
働
協
同
組
合
榛
原
支

部
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や
住

宅
無
料
相
談
、
木
工
教
室
な
ど

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
台
で
は
倭
太
鼓

「
榛
」
の
和
太
鼓
演
奏
や
、
障
害

を
乗
り
越
え
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
大
向
さ
ん
に
よ
る
三
味
線
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
丸
太
切
り
競
争
や

豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
な
ど
多
彩
な
催
し
に
参
加

者
は
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
シ
ル
バ
ー
・
ハ
ー

モ
ー
ニ
カ
・
ト
リ
オ
の
方
々
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
く
水
泳
教
室

７
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日

間
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
好
成
績

５
月
27
日
、
橿
原
公
苑
陸
上

競
技
場
（
橿
原
市
）
な
ど
で

「
第
７
回
奈
良
県
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
市

か
ら
参
加
し
た
39
名
の
選
手

は
、
各
競
技
で
好
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
成
績
結
果
（
敬
称
略
）

◎
金
メ
ダ
ル

◆
岡
村
　
浩
司
（
榛
原
区
）

《
自
由
形
25
ｍ
・
50
ｍ
》

◆
戸
嶋
　
敬
治
（
大
宇
陀
区
）

《
走
幅
跳
び
、
１
０
０
ｍ
走
》

◆
春
田
　
和
子
（
大
宇
陀
区
）

《
こ
ん
棒
投
げ
》

◆
西
浦
　
正
（
榛
原
区
）

《
走
幅
跳
び
》

◆
藤
本
　
勇
（
大
宇
陀
区
）

《
２
０
０
ｍ
走
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

投
げ
》

◆
部
谷
　
圭
野
（
大
宇
陀
区
）

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
》

◆
山
下
　
誠
一
（
大
宇
陀
区
）

《
１
０
０
ｍ
走
》

◆
上
辻
　
喜
代
司
（
室
生
区
）

《
走
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
》

◆
小
西
　
正
直
（
榛
原
区
）

《
立
幅
跳
び
》

◆
吉
岡
　
伸
泰
（
榛
原
区
）

《
走
幅
跳
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
》

◎
銀
メ
ダ
ル

◆
後
藤
　
三
郎
助
（
大
宇
陀
区
）

《
や
り
投
げ
》

◆
田
中
　
吉
男
（
大
宇
陀
区
）

《
１
０
０
ｍ
走
》

◎
銅
メ
ダ
ル

◆
大
畑
　
康
子
（
大
宇
陀
区
）

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
》

◆
松
川
　
忠
義
（
室
生
区
）

《
１
０
０
ｍ
走
》

◆
廣
嶋
　
幸
子
（
室
生
区
）

《
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
》

◆
尾
崎
　
有
（
菟
田
野
区
）

《
砲
丸
投
げ
》

◆
生
駒
　
庄
八
郎
（
榛
原
区
）

《
立
幅
跳
び
》

な
お
、
10
月
に
秋
田
県
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
に
、
陸
上
競

技
で
川
島
大
樹
さ
ん（
榛
原
区
）

が
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で

部
原
む
つ
子
さ
ん
（
榛
原
区
）

が
、
県
の
代
表
選
手
と
し
て
出

場
さ
れ
ま
す
。
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

８
月
14
日
、
平
成
榛
原
子
供

の
も
り
公
園
で
「
子
供
の
も
り

夏
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
室
生
ダ
ム
の
見

学
会
や
木
工
教
室
に
よ
る
小
型

船
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
バ
ル
ー
ン
お
ば
さ
ん
と

ボ
ブ
お
じ
さ
ん
の
バ
ル
ー
ン
作
り

と
手
品
、
金
魚
す
く
い
や
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
流
れ

る
せ
せ
ら
ぎ
で
行
わ
れ
た
、
あ

ま
ご
の
つ
か
み
取
り
で
は
、
途

中
雨
が
降
り
出
し
た
も
の
の
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

一
生
懸
命
に
魚
を
追
い
掛
け
て

い
ま
し
た
。

平
成
子
供
の
も
り
公
園

で
夏
祭
り
開
催

「
水
泳
教
室
」
が
各
小
学
校
で

開
催
さ
れ
、
４
４
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

児
童
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

短
期
間
で
し
た
が
、
講
師
の

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
泳
ぎ
方

を
教
え
て
も
ら
い
、
水
に
親
し

む
と
と
も
に
泳
ぐ
こ
と
に
自
信

が
つ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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●お元気クラブ
日時 ９月５日（水）・19日（水）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）

場所 大宇陀保健センター
内容　体操・ゲーム、茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人

●お達者クラブ
日時 ９月７日（金）・20日（木）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）

場所 大宇陀保健センター
内容　体操・ゲーム、茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人

【参加者募集】
●はつらつ料理教室（後期）
自分で料理し、元気に高齢期を過ごすための料理教

室です。男性の方もご参加ください。
日時 10月25日、11月８日・22日、12月６日・20日
※すべて木曜日の午前10時～12時30分（受付：午前
９時30分～）
場所 菟田野保健センター（調理室）
対象 おおむね65歳以上の方で、一人暮らしや高齢者
世帯の方
参加費 300円
定員 20人
講師 栄養士・食生活改善推進員
申し込み ９月28日（金）までに各保健センターへ

●いきいき運動講座
生活習慣病予防のための運動習慣をつけることを目

的として開催します。楽しく体を動かして生活習慣病
を予防しましょう。
日程 ９月19日（水）・26日（水）、10月３日（水）・17日
（水）、11月５日（月）・21日（水） 〈全６回〉
時間 午前９時30分～11時30分
場所 菟田野保健センター
対象 運動習慣をつけたいと思っている人
内容 生活習慣病予防のための講話と運動の実技（ウ
ォーキング、筋力トレーニングなど）
申し込み ９月14日（金）までに各保健センターへ
※平成18年度同様の講座に参加されていない方を優先
させていただきます。
※「いきいき運動講座」は、12月から2月にかけて大
宇陀会場でも実施する予定です。

■教室

●ぬく森サロン
日時 ９月７日・14日・21日・28日
※すべて金曜日の午前11時～午後３時30分
場所　室生ぬく森の郷・やまなみドーム
内容 やまなみドームで運動会など
対象　介護保険の認定者になっていない高齢者
申し込み 室生ぬく森の郷へ（192‐5220）

●はつらつ料理教室
食事をしっかりとることは、高齢になっても健康で

自立した生活をおくるためにとても大事です。
食生活改善推進員が健康な食生活でいつまでもはつ

らつとした生活をしていただくポイントをお伝えしま
す。
日程 ９月４日（火）、10月９日（火）、11月７日（水）、
12月17日（月）
時間 午前10時～午後2時
場所 室生ぬく森の郷
内容 講義および調理実習
対象 おおむね65歳以上の方で、
一人暮らしや高齢者世帯の方
参加費 １回につき300円

申込先：運動のつどいは、室生ぬく森の郷へ
（192‐5220）へ

●運動のつどい
日程・内容 ９月３日（月） 水中運動／９月10日
（月） 筋力アップ運動・有酸素運動など／９月26日
（水）エアロビクス
時間 午後１時30分～３時30分
場所 室生ぬく森の郷
対象 運動しようと思う人はどなたでも

問い合せ先：お元気クラブ・お達者クラブ・はつら
つ料理教室・いきいき運動講座は、大宇陀保健セ
ンター（183‐2255）、または、菟田野保健セン
ター（184‐9925）へ

【大宇陀区・菟田野区対象】
【榛原区・室生区対象】

【室生区対象】

●９月13日（木）
場所／時間
室生地域事務所／午前10時～12時30分
室生ぬく森の郷／午後１時30分～３時30分

献血にご協力をお願いします

申込先：ぬく森サロン・はつらつ料理教室は、室生
ぬく森の郷へ（192‐5220）へ
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実施日 対象 場所対象区 種類

午後１時～１時50分３カ月～90カ月未満の児

３カ月～６カ月未満の児

３カ月～90カ月未満の児４日（火）

14日（金）

19日（水）

三種混合
(DPT)

三種混合
(DPT)

大宇陀
菟田野

榛　原
室　生

BCG

大宇陀
保健センター

榛原
保健センター

受付時間

■予防接種

■健康診査

※すでに健（検）診の申し込みをされている方（実施日の２週間前までに問診票を個別に送付します。）
※榛原区の結果説明会は、受診日に日程の用紙を渡します。

対象区
榛　原
室　生

種類
２歳児歯科健康診査
３歳児健康診査

対象
平成17年６月～８月生まれの児
平成16年１月～２月生まれの児

場所
室生
ぬく森の郷

実施日
12日（水）
27日（木）

受付時間

午後１時30分～
　　　２時30分

対象区 種類 対象 場所 実施日 受付時間

大宇陀 セット健診 40歳以上の方 大宇陀
保健センター

６日（木）・12日
（水）・13日（木） 午前８時30分～９時30分

菟田野

子宮がん検診 20歳以上の女性
菟田野
保健センター

５日（水） 午後１時～２時
乳がん検診 40歳以上の女性

榛　原

総合健診 40歳以上の方 宇陀市立病院 １日（土）
15日（土）

男：午前８時～８時10分
女：午前８時20分～８時30分

セット健診 40歳以上の方

榛原
保健センター

10日（月）
21日（金）
28日（金）

男：午前９時～９時20分
女：午前９時30分～
　　　　　　９時50分
（肺がん・大腸がんのみ）
午前10時～10時15分

乳がん・子宮
がん検診

セット健診

（乳がん）
40歳以上の女性

25日（火）

（乳がん・子宮がん）
①午後１時～１時45分
②午後２時30分～３時
（子宮がんのみ）
午後２時～２時15分

（子宮がん）
20歳以上の女性

骨粗しょう症
検診

40・45・50・55・60
・65・70歳の女性

宇陀市立病院 26日（水） 午後２時～２時15分

午後０時30分～３時

三本松（長瀬以外）地
区の方

５日（水）

19日（水）

午前８時30分～
　　　　　　９時30分

室　生 大野下出地区の方 室生ぬく森の郷

女性のがん検診
（子宮がん・乳がん） 13日（木）

■健診結果勉強会

対象区 種類 対象 受付時間 実施日 場所

室生
健診結果勉強
会

８月23日の基本健康
診を受診された方 午後２時～３時30分 18日（火） 向渕やまびこホール

７月27日、榛原総合センターで
こころの健康づくりの一環として
学習会を開催し、約100人が参加
しました。
講師に、徳山明広医師（財団法

人信貴山病院ハートランドしぎさ
ん　精神科医師）を迎え『「うつ
病」ってどんな病気？』をテーマ
に、うつ病の原因や治療、周囲の

接し方などわかりやすく具体的な
話を聞きました。参加者からの質
問も時間が過ぎるほど多数あり、
こころの病気に関心の深さが感じ
られました。
市では、これからもこころの健

康について正しく理解をしていた
だくための取り組みを推進してい
きます。

「こころの健康づくり学習会」を開催しました

ストレスについて話す徳山医師
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車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
現
代
、
普
通
に
生
活

し
て
い
た
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
た
め

に
は
、
意
識
し
て
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
が
必
要
で

す
。で

も
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
に
対
し
て
、「
面
倒

だ
」「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
ん
な
方
に
も
お
す
す
め
な
の
が
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。
手
軽
で
す
ぐ
に
は
じ
め
ら
れ
、
自
分
の

ぺ
ー
ス
で
で
き
る
の
で
毎
日
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
か
ら
だ
を
動
か
す
の
に
よ
い
季

節
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
、
か
ら
だ
が

少
し
ず
つ
健
康
に
な
っ
て
い
く
変
化
、
そ
し
て
実
際

に
歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
を
維
持
し
よ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
習
慣
的
に
続
け
て
い
る
と
、
体
に

と
っ
て
良
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
途
中
で

や
め
て
し
ま
う
と
、
そ
の
効
果
は
消
え
て
し
ま
う
の
で
、

長
期
に
わ
た
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

そ
の
①
　
老
化
防
止

歩
く
こ
と
で
足
の
筋
肉
が
活
発
に
働
き
、
大
脳
が
刺

激
さ
れ
ま
す
。
刺
激
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
脳
細
胞
が
活

性
化
し
、
老
化
を
遅
ら
せ
若
さ
を
持
続
さ
せ
ま
す
。

そ
の
②
　
肥
満
防
止

多
く
の
酸
素
を
体
内
に
取
り
入
れ
、
効
率
良
く
体
脂

肪
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
肥
満
防
止
に

効
果
的
で
す
。

そ
の
③
　
ス
ト
レ
ス
解
消

歩
く
こ
と
に
よ
り
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
を
歩
き
景
色
を
眺
め
る
こ
と
で
気
分
的

な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
効
果
的
で
す
。

そ
の
④
　
生
活
習
慣
病
予
防

血
中
脂
質
、
血
糖
値
な
ど
が
改
善
さ
れ
る
た
め
、
生

活
習
慣
病
の
改
善
運
動
と
し
て
最
適
で
す
。

そ
の
⑤
　
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策

歩
く
こ
と
に
よ
り
無
理
な
く
骨
に
刺
激
が
加
わ
り
、

骨
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
骨
の
老
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

最
初
は
距
離
を
決
め
ず
に
、
ち
ょ
っ
と
外
に
出
て
み

よ
う
と
い
う
ぐ
ら
い
の
気
分
で
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

長
い
時
間
歩
こ
う
と
思
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ

ず
か
10
分
、
週
に
１
回
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で

歩
け
る
と
こ
ろ
ま
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
生
活
の
一
部
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
と
い
う
気
持
ち
で
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方

は
、
家
の
中
で
立
っ
て

い
る
時
間
を
増
や
す
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
立
つ
と
い
う
こ
と

だ
け
で
も
、
全
身
の
筋

肉
が
緊
張
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
消
費
さ
れ
る
の

で
す
。

正
し
い
姿
勢
で
歩
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
が
、
あ
ま
り
難
し
く

考
え
な
い
で
楽
し
く
歩

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
健
康
効
果
◆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ

気
軽
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
ま
し
ょ
う

早
朝
や
夕
暮
れ
ど
き
、
歩
い
て
い
る
人
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健
康
維
持
や
体
力
向
上
の
た
め
、
気
軽
に
で

き
て
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
の
効
果
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
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園庭を開放しています。園庭の遊具や砂場で自由に
遊べますので、親子で気軽に遊びに来てください。
●榛原区子育て支援室（1８２‐１１４３）
開放日 毎月第１土曜日　午前９時～11時30分
場所 榛原北保育園

●室生保育所（1９２‐３００５）
開放日 毎月第２土曜日　午前９時～11時
場所　室生保育所

●大宇陀区子育て支援室（1８３‐３５１１）
開放日は、どなたでも参加できます。親子でお友達

をつくり、楽しく子育てしましょう。
開放日　９月７日（金）、20日（木）、27日（木）
開催時間 午前９時30分～11時30分
開催場所 大宇陀幼児園　子育て支援室

●菟田野区子育て支援センター″キッズ″（1８４‐３５８６）
開放日 月～金曜日
開放時間 午前９時～午後５時（事前連絡要）
開催場所 菟田野保育所
※毎週水曜日は、支援室を開放しています。

◆子育て支援室開放日◆

◆園庭開放日◆（雨天中止）

子育て広場「リビングルーム」を開催します！

大宇陀区サポートクラブでは、子育てに喜びや楽し
みを持ち、安心して子どもを育てられるような地域づ
くりを目指して活動し、今回で５回目になります。
皆さんに楽しいひとときを過ごしていただきたいと

考えていますので、ぜひ一度お越しください。
日時　９月19日（水） 午前10時～12時
場所 大宇陀幼児園（２階会議室）
対象　・市内在住の未就園の保護者と子ども

・サポートクラブについて興味のある方
内容 ・みんなでゆっくりくつろぎましょう

・ト－ルペイントでエコバックがつくれます
◆ト－ルペイントに参加希望の方は、９月14日（金）
までに大宇陀幼児園へ申し込みください。
先着 10名
※トールペイントを作らない方も参加可能です。
参加費 一人200円（子どものおやつは持参してくだ
さい）
※トールペイントをされる方は、材料費として別途
200円が必要です。
問い合わせ　大宇陀幼児園（1８３‐３５１１）

◆かんかんくらぶ◆（児童ふれあい交流促進事業）

●室生北児童館（1０７４３‐８２-１８４７）
かんかんくらぶに遊びにきませんか。こころとから

だをリラックスさせ、みんなで一緒に子育てしましょ
う。「みんなで子育て・親育ち」気軽にご参加くださ
い。対象　６カ月以上の未就園児とその保護者
●かんかん絵本
〈９月〉
開催日 ９月13日（木） 午前10時～12時
場所 室生北児童館（室生区無山）
内容 ・絵本の読み聞かせ　・８・９月生まれの誕生会
・敬老の日のプレゼント作り
参加費 無料
申込締切 ９月10日（月）
〈10月〉
開催日 10月11日（木） 午前10時～午後２時頃
場所 めえめえ牧場（山添村大字北野）
内容 遠足（雨天の場合は北児童館で遊びます）
参加費 無料
持ち物　弁当・水筒・おしぼり・シート・その他各自
必要なもの
申込締切 10月4日（木）

●かんかん食事
開催日 ９月20日（木） 午前10時～午後１時
場所 室生ぬく森の郷（室生区大野）
内容 ・パンとピザ　・試食会
参加費 大人一人400円（材料費）子どもは無料
※９月18日（火）以降のキャンセルについては、材料費
（400円）の負担をお願いします。
持ち物 エプロン、三角きん、タッパー
申込締切 ９月13日（木）

●かんかん読み聞かせ
開催日 ９月27日（木） 午前10時～11時30分
場所 室生北児童館（室生区無山）
内容 ・絵本の読み聞かせ　・手遊び　・ミニ運動会
持ち物　上ぐつ（必要な方）
参加費　無料
申込締切 ９月20日（木）
【各事業の定員・申し込みは次のとおりです】
定員 先着20組
申し込み 室生北児童館へ（土・日曜日、祝日を除く
午前８時30分～午後５時）



宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp
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胃カメラを飲んで、涙と鼻水とともに「オエッ！」
となり、もうこりごり…という経験をされた方が多
いと思います。
今、胃カメラは鼻から通す時代です。一般的に行

われている口からの検査では、舌の根元に胃カメラ
が当たり、咽頭反射

いんとうはんしゃ

が起きて吐き気を催すことが多
くつらく感じます。ところが、鼻から入れる検査で
は、舌の根元に当たらないため、吐き気をほとんど
感じることがありません。

■早期胃がんは手術せずに切除できます
当院では、最新の極細径内視鏡を導入し、日本消

化器内視鏡学会指導医及び日本消化器内視鏡学会専
門医による、苦痛の少ない上部消化管検査（胃カメ
ラ）を受けていただくことができるようになりまし
た。食道・胃・十二指腸を電子内視鏡で観察し、食
道がん・胃がんなどを早期に発見することが可能で
す。
早期胃がんに対して、当院では手術をせずに胃カ

メラによる切除を行っています。わずか5.9mmの極
細スコープを使用し、鼻からの胃内視鏡検査も可能
です。胃カメラはつらいので遠慮したいという方は、
ぜひ一度当院の胃カメラをお受けください。

楽な内視鏡検査（胃カメラ）を
受けてみたいと思っている患者様へ

◆患者様の声を紹介◆
◆「何回か胃カメラを飲みました
が、今回はウソのように苦しみが
なく、楽な検査でした。」
◆「楽な胃カメラでした、ありが
とうございました。」

「胃カメラ」は現在の「内視鏡」の代名詞として
用いられていることが多いようですが、全く異なる
ものです。
胃カメラとは、1950年に開発されたもので、挿

入管の先端に取り付けた小型カメラで、胃の内部を
撮影し、後に現像した写真を見て診断する古典的な

ものです。
内視鏡とは、光を伝送するガラスファイバーの両

端についた対物レンズと接眼レンズを通して、胃の
内部をリアルタイムで観察・記録できるもので、大
型モニターにも高精細な画像を表現することができ
るため、小さな病変部でも発見することが可能です。

■糖尿病教室のお知らせ
毎月第２・３・４木曜に糖尿病教室を行っていま

す。興味のある方はぜひご参加ください（申し込
み・費用は不要です）。
日時・場所 午後２時～３時・東館２階
内容
●第２木曜：糖尿病について（医師）

運動療法について（糖尿病療養指導士）
検査について（臨床検査技師）

●第３木曜：食事療法について（栄養士）

●第４木曜：糖尿病の合併症（医師）
日常生活の注意点（糖尿病療養指導士）
糖尿病の薬について（薬剤師）

■病院にお越しの際は保険証をお忘れなく
～毎月確認が必要です～

健康保険証は、毎月１度の確認を行っております。
必ず、月の初めに窓口にご提出ください。

訂正とお詫び
広報うだ８月号16ページ掲載の「市立病院診察日程

表」の、小児科木曜日の辰巳医師は鈴木医師の誤りで
した。訂正しお詫びいたします。

細径スコープ（EG‐530M）
直径わずか5.9Aです

内視鏡写真

フジノン東芝ES社製
高画質内視鏡システムEPX‐4400

胃カメラと内視鏡って違うの？



毎月１１日は 
「人権を確かめあう日」です 

「てんいち」とは、てん（英語の１０）と
いち（日本語の１）を合わせた１１（て
んいち）のことで、毎月１１日の人権
を確かめあう日を意味しています。

13 広報うだ　 ２００７．９

７
月
の
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間

中
の
学
習
の
機
会
と
し
て
、
７
月
23

日
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
で
人

権
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、「
家
庭
の
人
権
・
地
域

の
人
権
」
と
題
し
て
、
堀
内
伸
起
さ

ん
（
県
立
五
條
高
校
校
長
）
に
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
、
堀
内
さ
ん
は
二
十
数
年
前

の
、
旧
宇
太
小
学
校
で
の
在
職
中
を

振
り
返
り
な
が
ら
「
私
に
と
っ
て
今

も
一
番
つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
、
宇
太
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い

た
同
和
教
育
の
中
身
で
し
た
。」
と
話
し
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
最
近
は
、
同
和
問
題
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス
で

あ
っ
た
か
の
よ
う
な
風
潮
を
感
じ
る
時
が
あ
る
。
し
か
し
、
新

聞
記
事
等
を
見
て
も
、
ど
れ
だ
け
人
権
に
関
わ
る
内
容
が
載
っ

て
い
る
の
か
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
薄
ら

い
で
い
た
ら
、
そ
れ
は
“
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
ん
か
”
と
通
り

過
ぎ
る
だ
け
に
な
る
。」
と
、
新
聞
記
事
の
具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
人
権
や
差
別
に
つ
い
て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
堀
内
さ
ん
が
教
員
に
な
っ
て
す
ぐ
の
頃
の
、
全
同
教

の
初
代
委
員
長
西
口
さ
ん
の
「
同
和
教
育
と
い
う
の
は
、
そ
ん

な
難
し
い
教
育
と
違
う
で
。
目
の
前
に
子
ど
も
が
い
る
。
そ
の

子
を
幸
せ
に
す
る
教
育
や
。」
と
い
う
明
快
な
言
葉
を
振
り
返
ら

れ
、「
そ
の
理
念
を
、
私
は
よ
り
し
っ
か
り
と
つ
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
今
ま
で
や
っ
て
き
た
同
和
教
育
の
中
で
お
か
し
い

と
こ
ろ
は
改
め
、
大
事
に
さ
れ
て
き
た
理
念
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
中
に
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
い
く
、
そ
れ
が
大
切
だ
と
思

う
。」「
同
和
教
育
は
間
違
っ
て
た
と
い
う
解
釈
だ
け
は
絶
対
に

し
な
い
で
ほ
し
い
。
同
和
教
育
は
私
た
ち
を
い
っ
ぱ
い
幸
せ
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
人
権
と
い
う
と
こ
ろ
へ
つ
な
い
で
自
分
た

ち
の
家
庭
や
地
域
を
見
て
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

菟
田
野
区
で
「
人
権
学
習
会
」
を
開
催

「
夫
婦
げ
ん
か
は
犬
も
食
わ
な

い
」「
法
は
家
庭
に
入
ら
ず
」
と

言
わ
れ
、
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
も

泣
き
寝
入
り
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
状
況
が
数
年
前
ま
で
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
平
成
13
年
に
「
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
防
止
法
」（「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」）
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
で
、「
夫
婦
げ
ん
か
」
へ

も
よ
う
や
く
警
察
や
裁
判
所
な
ど

が
介
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大

き
く
状
況
は
変
化
し
ま
し
た
。

「
け
ん
か
」
と
は
「
言
い
争
う

こ
と
（
腕
力
行
使
も
含
む
）」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
と
も
と
が

主
従
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
崩
れ
た

時
点
か
ら
一
方
的
な
暴
力
と
な
る

の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で

「
夫
婦
げ
ん
か
」
と
さ
れ
て
き
た

も
の
の
多
く
は
「
け
ん
か
」
で
は

な
く
「
家
と
い
う
枠
組
み
に
守
ら

れ
た
、反
論
で
き
な
い
暴
力
行
為
」

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
直
接
叩
い
た
り
し
な
く

て
も
、
自
分
の
言
動
や
行
動
が
相

手
の
行
動
を
抑
制
し
た
り
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
は
暴
力

行
為
に
あ
た
り
ま
す
。

「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
が
今
年
７
月

に
開
催
さ
れ
た
第
１
６
６
通
常
国

会
で
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の
市
町
村

基
本
計
画
の
策
定
」「
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
を
持
っ
た
施
設
整
備
」な
ど
、

市
町
村
の
努
力
義
務
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
害
者
へ
の
加
害
者
の

接
近
禁
止
命
令
と
併
せ
て
、「
面

会
の
要
求
」「
行
動
の
監
視
」「
無

言
電
話
」「
連
続
電
話
」「
フ
ァ
ッ

ク
ス
」「
電
子
メ
ー
ル
」「
汚
物
等

の
嫌
悪
感
を
も
つ
物
の
送
付
」

「
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
の
禁
止
命

令
を
裁
判
所
か
ら
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。更
に
、

こ
れ
ま
で
被
害
者
と
そ
の
子
ど
も

に
対
し
て
の
接
近
禁
止
が
、
被
害

者
の
親
族
ま
で
拡
大
さ
れ
、
被
害

者
の
身
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
充

実
さ
れ
ま
し
た
。

法
整
備
と
と
も
に
、
私
た
ち
の

意
識
改
革
が
伴
わ
な
け
れ
ば
Ｄ
Ｖ

被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
被
害

者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
た
め
に

は
、
家
族
が
支
配
し
た
り
さ
れ
た

り
と
い
う
主
従
関
係
で
は
な
く
、

対
等
で
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な

存
在
」
と
し
て
認
め
あ
え
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

⑫
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
存
在
」
と
し
て
認
め
あ
い
ま
し
ょ
う



8時30分～午後7時　○9月22日
g･23日a午前10時～午後5時

対象　県内在住の児童･生徒及びそ
の保護者

相談ダイヤル 0120-007-110
（フリーダイヤル）※携帯電話･
PHS使用可、IP電話は使用不可

相談員　県人権擁護委員連合会子
どもの人権専門委員（人権擁護
委員）及び奈良弁護士会所属弁
護士

申し込み 原則不要ですが、弁護
士による相談（1人30分以内、9
月22日g･23日aの両日午後1時

■掲載項目は必要最小限度内に（90
文字程度）

■紙面の都合上掲載できない場合あり
■掲載される内容については責任を持
つこと

■営利目的のもの（主催者が収入を得
るものや営利行為の無料PR活動、
職業に密接したものを含む）、政治

宗教に関するもの、公序良俗に反
するもの、金銭的トラブルが生じ
る恐れがあるもの、不特定多数の
市民を対象としないものなどは掲
載不可

■原稿は掲載日の約1カ月前に秘書広
報課へ

Y秘書広報課（182-3912）

みんなの掲示板　掲載記事募集中

わが家のアイドル募集
お子さんの写真を広報「うだ」に

掲載してみませんか。
お子さんの写真と住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、一言メッセージ
（40字程度）及び問合せ先を記入の
上、秘書広報課まで郵送または持参
してください。

■合気道〔奈良県支部榛原道場〕
稽古生募集
合気とは「心の集中」「心の和」「気

の感応」などをあらわす言葉です。
私たちは、日本の伝統的稽古法であ

る合気道を現代的に行うことを主眼に
おき、日々錬磨探求しています。6歳
以上（5歳は保護者同伴）で老若男女
を問いません。見学体験、随時受け付
けています。
練習日　毎週木･金曜日　【幼･小学生
の部】午後6時30分～7時30分【学生･
一般の部】午後7時30分～8時30分
場所　市総合体育館
Y内田方（182-2531）

■宇陀市地域活動支援センター
ふれんどからのお知らせ
当センターでは、地域で生活をして

おられる障害者の皆さんが日々悩んで
いること、相談したいこと、仕事のこ
と等の日常生活相談を受け付けており
ます。また、当センター内では、内職

作業を行ったり、通所者同士での仲間
づくりや、昼食作り、パソコン教室等、
くつろげる場としても利用していただ
けます。その他に、ハイキングや社会
見学会のような野外活動や地域交流な
ども行っております。
対象　市内に在住される障害者の方
利用日時　毎週月～金曜日　午前9時
30分～午後4時（土･日曜日、祝日は閉
館）場所　市地域活動支援センター
ふれんど（榛原区萩乃里150）費用
無料　
Y市地域活動支援センター　ふれんど
（1／582-1106）

■バウンドテニス教室開催
初心者の方でも楽しく健康管理して

いただくため、バウンドテニス教室を
開催します。ふるってご参加ください。
また、バウンドテニス部では、毎週木
曜日午前10時～12時と毎週土曜日午
後5時～7時に市総合体育館で練習を行
っています。興味のある方はお気軽に

見学に来てください。
日時　9月23日a午前9時～12時　場
所 市総合体育館　持ち物 体育館シ
ューズ、運動できる服装
Y 市バウンドテニス部　垣内方
（182-4382）

■『モーニングランＩＮ宇陀』
参加者募集中！！
朝陽を体いっぱいに浴びながら、榛

原総合運動場をス
タートし、榛原区
内を5dほどみんな
で楽しく走りませ
んか？
日時　9月8日g受
付 :午前6時30分
スタート:午前7時
※雨天中止　集合場所 市榛原総合運
動場　コース 総合運動場から5d程
度　申し込み 当日受付　参加料 無
料
Y市陸上競技協会事務局　上西方
（1／582-5237）

～4時）を希望される場合は、予
約が必要です。予約は、9月3日
bから奈良地方法務局人権擁護
課で受け付けます。

Y 奈良地方法務局人権擁護課
（10742-23-5457）
■『ご存知ですか？9月11
日は警察相談の日』
警察は、「犯罪等による被害の未

然防止に関する相談」、その他「国
民の安全と平穏についての相談」
に応じています。皆さんのご利用
をお待ちしています。
相談窓口　

【県警本部県民サービス課】
○ プ ッ シ ュ 回 線 で の 相 談
（1#9110）
○ ダ イ ヤ ル 回 線 で の 相 談
（10742-23-1108）
○ファックスでの相談（50742-
24-0874）

【宇陀警察署】
○県民サービス係（182-0110）
(注)「110番」は、緊急の事件･事
故を受理する専用電話ですの
で、相談は上記の電話番号へお
願いします。

Y宇陀警察署（182-0110）

広報うだ　14

まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■宇陀市文化協会アートフラワーに
よる「アートフラワー展」

9月1日g～28日f

※入館料　無料

「情報かわら版」・「みんなの掲示板」コーナー



座を受講できる方※応募者多数
の場合は抽選（受講料　無料）

申込方法　往復ハガキに郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号を
記入のうえ、奈良弁護士会（〒
630-8213 奈良市登大路町5）
へ申し込みをお願いします。

申込締切　9月20日e※必着
Y奈良弁護士会（1 0742-22-
2035）

■奈良県高齢者健康づくり教
室（2期）受講生募集
明るくいきいきとした高齢期を

おくるには、健康な体を維持する
ことが大切です。
いつでも、どこでも、誰でもで

きる手軽な運動を学ぶことで、柔
軟で動きやすい体づくりと全身の
持久力の維持向上を図り、高齢者
の健康の維持、増進に役立てるこ
とを目的に各種の健康づくり教室
を開催します。
皆さんの健康増進にお役立てく

ださい。
対象　県内に在住するおおむね60
歳以上で健康上支障のない方※
講座によっては別途条件があり
ます。（過去に受講された方は、
同一講座を受講できません。）

講座名及び内容
◆ヘルシーエクササイズ教室
内容　音楽にあわせて、ゆっく
りマイペースで体を動かし、
仲間とコミュニケーションを
はかる体操

期間　10月～翌年3月　休日を
除く毎週火曜日（全24回）午
後1時30分～3時

受講料　12,000円（24回分）
◆らくらく3B体操
内容　ベル（手具）を使って行
う体操で、リズム体操、スト
レッチ、ジャズダンス等の要
素を盛り込んだもの

期間　10月～翌年3月　休日を
除く毎週水曜日（全24回）午
前10時45分～12時15分

受講料　12,000円（24回分）
◆真向法体操
内容　真向法基本4動作（腰の完
全屈伸運動）の修練と補導体操
（スキンシップトレーニング）
期間　10月～翌年3月　休日を
除く毎週木曜日（全23回）午
後2時～4時

受講料　11,500円（23回分）
◆太極拳
内容　初級太極拳の修得
期間　10月～翌年3月　休日を
除く毎週金曜日（全22回）午
後2時30分～4時

受講料　11,000円（22回分）
場所　県社会福祉総合センター
（橿原市大久保町320-11）
募集人員　各講座30名
受講申込　往復ハガキに希望する
講座名、住所、氏名、生年月日、
電話番号を記入のうえ、(財)健
やか奈良支援財団（〒634 -
0061 橿原市大久保町320-11）
へ申し込みをお願いします。※
申込多数の場合は抽選。

応募締切　9月14日f※当日消印
有効

※その他詳しくはお問い合わせく
ださい。

Y ( 財 ) 健 や か 奈 良 支 援 財 団
（10744-29-0120）

■全国一斉「子どもの人権
110番」電話相談
いじめ･体罰･不登校･児童虐待な

ど、子どもの人権に関わる問題全
般について、子どもの人権専門委
員（人権擁護委員）と弁護士が次
のとおり無料･秘密厳守で相談に応
じます。日頃の悩みをひとりで悩
まずに相談してみませんか？
日時　○9月17日b～21日f午前

ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課

（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課

（184-2521）
Y市環境対策課　護美センター

（182-6521）
■室生区（燃えないゴミ）
◎9月10日 上笠間･下笠間･深野･小原･
染田･多田･無山･奥山

◎9月20日 大野･向渕（奥山除く）･三本
松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎10月1日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

Y室生地域事務所　地域市民課
（192-2001）

○受刑者･被収容少年の書･絵画
等の文芸作品の展示　○専門の
鑑別職員による性格検査の体験
実施等

Y奈良少年刑務所（10742-22-
4961）
■リウマチ医療講演･相談会
開催
リウマチに関する正しい知識を

広げることを目的として、リウマ
チ医療講演･相談会を毎年開催して
おり、本年も開催いたします。皆
様のご参加をお待ちしています。
日時　9月30日a午後1時～4時
場所　県社会福祉総合センター
（橿原市大久保町320-11）
講演　○「リウマチ診療に携わっ
た20年を振り返って」（講師：
県立奈良病院整形外科　福居顯
宏先生）○「これでナットク！
最新のリウマチ治療」（講師：樋
上病院内科　樋上聡美先生）

相談会　上記のお二人の先生によ
る療養相談

参加費　無料（申し込み不要）
Y6日本リウマチ友の会奈良支部
土谷方（10744-27-9735）
■第16回「市民法律講座」
開催
恒例の「市民法律講座」を今年

も開催します。通常の法律講座の
他、実際に裁判傍聴会を通して、
司法の一端を学習できるよう企画
しました。ぜひご参加ください。
日時･内容 第1回:10月3日午前10
時～12時「相続について」第2
回 :10月10日午前10時～12時
「憲法について」第3回:10月17
日午前10時～12時「交通事故に
ついて」第4回:10月23日～25日
のいずれか1日「裁判傍聴」※時
間等詳細は未定です。

場所　第1･2･3回　修得ビル地下1
階（奈良市登大路町5）第4回
奈良地方裁判所（奈良市登大路
町35）

定員･対象者 40名ですべての講

経費節減をしています
4月から6月の公共施設電気代が、

昨年度同時期に比べ、およそ200万円
節約できました。
皆様のご協力ありがとうございまし

た。
今後とも引き続き、経費節減に努め

てまいります。
Y行政改革推進室（182-3643）
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◆日時　9月11日c･25日c 午前9時～12時
場所　榛原公民館
◆日時　9月12日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　9月18日c 午前9時～11時45分
場所　大宇陀人権交流センター
◆日時　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午

後5時15分
場所　市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■心配ごと相談
精神科医による専門相談（家族に認知症の症状がで

てきた、問題行動があるなど）を行います。相談を受
ける場合、事前申し込みをお願いします。
【9月】 日時　9月10日b 午後2時～4時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　9月3日b ※先着2件のみ

【10月】 日時　10月22日b 午後2時～4時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　10月15日b ※先着2件のみ
※申し込みは、それぞれ市社会福祉協議会へ

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■精神科医による専門相談

◆日時　9月5日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　9月12日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　9月19日d 午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所

Y総務課（182-1302）

■行政相談
◆日時　9月5日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　9月12日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　9月18日c 午前9時～11時45分
場所　大宇陀人権交流センター
◆日時　9月19日d 午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所

Y人権施策課（182-2147）

■人権相談

■土砂災害防止法に基づく基
礎調査の実施について
平成13年4月から、土砂災害か

ら国民の生命及び身体を保護する
ため「土砂災害防止法」が施行さ
れました。
県では土砂災害が発生する恐れ

のある土地の区域「土砂災害警戒
区域等」を順次指定し、公表して
いきます。また、市町村では、こ
の土砂災害警戒区域として指定さ
れた箇所について、円滑に避難で
きる体制を構築していきます。
土砂災害警戒区域の指定にあた

って、沢筋やがけ地の状況を調査
することになります。今年度は菟
田野区及び榛原区の一部地域にお
いて基礎調査を行います。今回の
調査では道路、里道やあぜ道、沢
などの公共用地から目視で調査を
行うため、民地に立ち入ることや

樹木等の伐採を行うことはありま
せん。（地形状況を確認し、スケッ
チや写真撮影により記録を行いま
す。）なお、民地に立ち入る必要が
ある場合は、調査員が事前にお伺
いして了解を得てから調査を行い
ます。
調査員は常に奈良県が発行する

身分証明を携帯し、腕に黄色い腕
章を巻いて調査を行いますので、
ご協力をお願いします。
Y 宇陀土木事務所計画調整課
（183-0431）
■第25回なら動物愛護フェ
スティバル開催
広く県民に動物愛護と適正な飼

養についての関心と理解を深める
とともに、生命尊重、友愛及び平
和の情操のかん養を図るため、「第
25回なら動物愛護フェスティバ
ル」を開催します。ご参加をお待
ちしています。
日時　9月29日g午前10時～午後
3時

場所　イトーヨーカドー奈良店
（奈良市二条大路南1-3-1）
内容　○動物愛護の絵コンクール
優秀作品表彰式及び作品展示
○（仮称）うだ・アニマルパー
ク紹介パネルの展示　○人形劇
公演（人形劇団ココン）○動物
愛護団体関連展示

その他 環境に優しいイベントを
目指しています。ご来場の方は、
電車、バス等の公共の乗り物を
ご利用ください。

Y 県 生 活 衛 生 課 動 物 愛 護 係
（10742-27-8675）
■第17回奈良矯正展　開催
全国の刑務所では、受刑者が社

会復帰を目指して、日々各種の教
育活動、職業訓練の受講等に励ん
でいます。
このような活動全般を、パネル

やビデオ、模型等により、地域社
会の人々に広く紹介するとともに、
多くの刑務所作業製品の展示即売
を行い、矯正行政及び更生保護事
業の理解を得るため、第17回奈良
矯正展を開催します。皆様のご来
場、お待ちしています。
日時　9月8日g午前10時～午後4
時　9月9日a午前10時～午後3時

場所　奈良少年刑務所（奈良市般
若寺町18）

内容　○刑務所作業製品の展示即
売　○パネル･施設模型の展示
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市体育協会室生支部では、老若男女問わず区民の誰
もが気軽に参加できる軽スポーツ大会を開催します。
開催日　9月30日a 午後1時15分～
場所　室生運動場･室生農林トレーニングセンター
種目　グラウンドゴルフ･ターゲットバードゴルフ･
ディスクゴルフ･フロッカー･ユニカール･カロー
リング･囲碁ボール･その他競技（当日、ルール説
明を行います。）

競技方法　3人1組で、6種目にチャレンジします。
対象　室生区民
申し込み 個人または3人1組で、各自もしくは各種
団体を通して申し込んでください。

締め切り 9月20日e

Y室生振興センター（192-2001）

■「室生スポーツフェスティバル」参加者募
集

養蚕業に関する写真（古写真）や資料などが残って
いませんか。
榛原福祉会館（旧県立蚕業試験場）の記録調査のため、
古写真などを集めています。榛原福祉会館や昔の養蚕
の風景が写っている写真や養蚕関係の資料等をお持ち
の方は、生涯学習課までお知らせください。また、養
蚕に関することをご存知の方もご連絡をお願いしま
す。
古写真は、複写またはスキャン等の方法でデジタル

化し、写真はそのままお返しさせていただきます。ご
協力、よろしくお願いします。
Y生涯学習課（184-3473）

■養蚕業に関する昔の写真　大募集！

県心身障害者作品展への出品作品を募集します。こ
の作品展は12月1日gから12月6日eの期間（12月3
日bは休館）、県文化会館（奈良市）で行われます。
対象　県内在住の心身障害児･者
種目　絵画、写真、書道、工芸、手芸、コンピュー
ター･タイプアート

出品点数　種目、個人･合同作品を問わず一人1点
申し込み 9月21日fまでに出品申込書を福祉課ま
たは各地域事務所地域市民課へ提出してくださ
い。（出品申込書は、福祉課または各地域事務所
地域市民課にあります。）

Y福祉課（182-2236）

■奈良県心身障害者作品展に作品を出品しま
せんか

第2回目となる宇陀市美術
展覧会を開催します。
展覧会を開催するにあた

り、展覧会の出品作品を募
集しますので、芸術の秋に
ちなんだ、多くの皆さんの
作品をお待ちしています。
公開期間　11月9日f～
11日a

場所　市総合体育館
部門　絵画、書芸、写真、
彫塑･工芸の4部門

賞 各部門を通じて市展賞1点、金賞･銀賞･銅賞･奨
励賞を各部門の優秀作品に贈ります。

出品申込　出品申込書に必要事項を記入して10月
23日cまでに生涯学習課又は中央公民館各分館
へ申し込みをお願いします。

出品資格　15歳以上の市内在住か在勤･在学の人
※詳しい要項と出品申込書は生涯学習課又は中央公
民館各分館にあります。

Y生涯学習課（184-3473）

■宇陀市美術展覧会　出品作品募集

これから新築･リフォーム等をお考えの市民の方か
らの疑問や質問に、資格をもった「住まいづくりアド
バイザー」が無料で相談に応じます。
相談は予約制（先着3名まで）となっています。相

談をご希望の方は9月7日fまでに申し込みをお願いし
ます。
日時　9月13日e 午後1時～4時
場所　市役所　2階　211会議室
相談内容
◆耐震診断･耐震改修等の地震に強い住まいづく
り、リフォームについて

◆バリアフリー改修について
◆知っておきたい法律や制度、設備について
※次の内容は相談できません
◇欠陥住宅や敷地境界など民事に関するトラブル
相談

◇悪質リフォームによるトラブル相談
◇現地調査を伴う相談
◇具体的な工務店、設計事務所の紹介等に関する
相談

◇トラブルや紛争等に関すること
Y営繕課（182-5642）

■無料住宅相談窓口を開設します

弁護士による福祉専門相談（高齢者ねらいの悪徳商
法にひっかかったなど）を行います。相談を受ける場
合、事前申し込みをお願いします。
【9月】
日時　9月12日d 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切 9月4日c ※先着2件のみ

【10月】
日時 10月17日d 午前10時～12時
場所 市社会福祉協議会
申込締切 10月9日c ※先着2件のみ
※申し込みはそれぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■弁護士による福祉専門相談
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◆採用試験受験申込書の記載事項等に不備のある場合
は、お返しすることがありますが、このために生じ
た申し込みの遅延等には責任を負いませんので、受
験手続きには充分注意してください。

【受験票の交付】
①受験票は、申込受付期間終了後、受験票に記載さ
れた住所あてに郵送により送付します。

②受験票が10月1日bになっても届かない場合は市
職員採用試験委員会に必ずお問い合わせください。

③第1次試験当日には、受験票に写真（最近3カ月以
内に撮影した上半身脱帽正面向縦4cm、横3㎝の
もの）を貼って持参してください。

◆インターネット申し込みについて
【申込方法】
①受付期間 9月4日c～9月13日e

※ただし、9月4日cは午前9時から、9月13日e

は午後5時までに受信したものを受け付けます。
②申込方法 「奈良電子自治体共同運営システム」e
古都ならを利用して、インターネットによる受験
申込ができます。http://www.egov-nara.jp/e-
kotonara/へアクセスするか、市ホームページか
ら次のアイコンをクリッ
クして、利用上の注意を
読んだ後、画面の指示に従って申し込んでください。
※申込送信後すぐに電子メールで「到着通知」が
届きますので、確認してください。届かない場
合は市職員採用試験委員会に必ずお問い合わせ
ください。

③受験票の交付
○受験票は、「奈良電子自治体共同運営システム」
e古都ならを通じて発行します。

○審査メールが9月14日fまでに到着しない場合
は、9月18日c午前9時から午後5時までに市職
員採用試験委員会まで照会してください。

○受信した受験票は、各自でプリントアウトした
後、所定の箇所に、写真（最近3カ月以内に撮
影した上半身脱帽正面向縦4cm、横3㎝のもの）
を貼り、本人署名票に自署し、第1次試験当日
に持参してください。

4注意事項
○受験票を印刷するには、プリンターが必要です。
受験票を印刷できない人はインターネット申し
込みの利用はできません。

○使用されるパソコンや通信回線上の障害等によ
るトラブルについては一切責任を負いません。

○受付開始時間から受付終了時間以外は、24時間
いつでも申し込みができますが、システムの保
守・点検等を行う必要がある場合や、重大な障
害その他やむを得ない理由が生じた場合、事前
の通知を行うことなく、本システムの運用の停
止、休止等を行うことがあります。その際は入
力する日を変更するか、郵送により申し込んで
ください。このために生じた申し込みの遅延等

には責任を負いませんので、受験手続には充分
注意してください。

■試験結果（総合得点･総合順位）の開示
試験の結果については、開示することができます。
電話、はがき等による請求では開示できませんので、
受験者本人が本人であることを証明する書類（運転
免許証等顔写真入りのもの）を持参の上、直接来庁
してください。
◆開示内容等

■合格から採用まで
合格者は、採用予定者名簿に登載し、採用について

は平成20年4月1日以降の予定です。なお、採用予定
者名簿は1年間（平成20年4月1日～平成21年3月31日）
有効です。

■給与
宇陀市給与条例等に基づき、本給、地域手当、期

末･勤勉手当が支給されます。また、通勤手当、扶養
手当、住居手当がそれぞれの条件に応じて支給されま
す。なお、一般行政事務職（大学卒）の現行初任給月
額は176,800円です。

　　　　　　　　　Y人事課（182-1303）

団体名　ささなきコーラ
ス

会員数　24名
活動概要　平成2年の春
に設立して17年目を迎
え、たくさんの楽しい
歌･元気のでる歌を、60～80歳代のメンバーで歌
い続けています。
毎年、全日本オールドコーラス交歓会へ参加し

ており、親交を深めた他のコーラスの人たちと会
える機会を楽しみにしています。また、宇陀市コ
ーラスのつどい･老人施設訪問等の活動の中で人と
交流できる喜びもふえました。
私たちは、歌声をひとつにすることはもちろん、

「団の和と輪」を大切にすることをモットーとして
おります。楽しい時間を一緒に過ごせるメンバー
を募集しておりますので、ぜひ一度見に来てくだ
さい。

練習場所　榛原総合センター
練習日　毎週木曜日　午後1時～3時
指揮者　堂下操子　伴奏者 荒木直子
連絡先　山口方（182-0293）

市民活動団体を紹介します（企画課）
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■職種、職務内容及び採用予定人員
(1)一般行政事務職（上級職） 2名･･･本庁、出先
機関等に勤務し、一般行政事務に従事
※参考：平成18年度受験者61名、合格者数3名
(2)建築技術職（上級職） 1名･･･本庁、出先機関
等に勤務し、建築技術業務に従事

■受験資格
学校教育法による大学の卒業者又は卒業見込みの者

で、昭和55年4月2日以降に生まれた者
※次のいずれかに該当する者は受験できません。
ア）成年被後見人及び被保佐人
イ）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるま
で、又はその執行を受けることがなくなるまでの者

ウ）宇陀市職員（旧大宇陀町、菟田野町、榛原町、
室生村職員を含む）として懲戒免職の処分を受け、
その処分の日から2年を経過しない者

エ）日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で
破壊することを主張する政党、その他の団体を結
成し、又はこれに加入した者

オ）日本国籍を有しない者で在留資格において就職
等が制限されている者

■試験の日時、場所、内容、及び合格発表等
下記の試験日程表のとおり
※第1次試験当日は、受験票（申し込み後日、郵送
又はインターネットにより送付されます。）を必
ず持参してください。受験票がないと受験できま
せん。

■受験手続

下記の「郵送申し込み」または「インターネット申
し込み」のいずれかの方法で申し込んでください。
※提出書類は一切お返ししません。取得した個人情
報は今回の職員採用試験の円滑な実施のためのみ
に使用し、それ以外の目的には使用しません。

※第1次試験合格者には、市職員採用試験委員会が指
定する期限までに下記の書類の提出を求めます。
①平成19年度宇陀市職員採用試験受験申込書Ⅱ
②最終学校卒業証明書又は卒業見込証明書
③最終学校成績証明書
◆郵送申し込みについて
【申込書の請求交付場所等】
①市役所3階人事課内「市職員採用試験委員会」で
配布します。

②市ホームページ（http://www.city.uda.nara.jp）
で「採用試験受験申込書Ⅰ」書式のダウンロード
ができます。

③郵便による請求の場合は封筒の表に必ず「採用試
験申込書請求」と朱書し、郵便番号、宛て先を明
記し、120円切手を貼った返信用封筒を同封して、
市役所人事課内「市職員採用試験委員会（【申込
手続等】④の送付先と同じ）へ請求してください。

※受付期間に留意して早めにご請求ください。また、
郵便事情により申込書等の返信が受付期間に間に
合わない場合についても一切責任を負いませんの
でご注意ください。

【申込手続等】
1受付期間 9月4日c～9月18日c 午前9時～午後
5時　※9月14日f消印有効

②提出書類 所定の平成19年度宇陀市職員採用試験
受験申込書・受験票

※所定の申込書及び受験票に必要事項
を記入し、受験票には写真を貼らな
いでください。

※受験票のはがきに必ず50円切手を貼
って下さい。

③申込方法 ②の提出書類を下記の送
付先へ郵送してください。角型2号
（A4サイズ）の封筒に、申込書等を折
り曲げずに入れ、封筒の表側には
「申込書在中」と朱書きしてください。
④送付先
〒633-0292 榛原区下井足17番地
の3 市役所人事課内「宇陀市職員
採用試験委員会」

⑤注意事項
◆提出の前に、50円分の切手の貼付、
本人の署名が漏れていないか確認し
てください。

◆郵送方法は指定しませんが、「配達
記録郵便」等の方法が確実です。な
お、普通郵便で郵送した場合の事故
については責任を負いません。

宇　陀　市　職　員　募　集　　　　　　　　　
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通　常　選　挙　の　結　果
◆投票結果
【選挙区選出】
当日有権者数 31,745人
投票者数　21,189人
うち期日前投票所投票
者数　4,718人

棄権者数 10,556人
投票率 66.75％
【比例代表選出】
当日有権者数 31,745人
投票者数 21,187人
うち期日前投票所投票
者数　4,718人

棄権者数 10,558人
投票率 66.74％
※各投票所別の詳細は、右
表を参照してください。

※選挙区と比例の数字が異
なる場合は2段書きで記載
しています。（上段･･･選
挙区、下段･･･比例）

（※）按分票ってど
うゆうことなの？

同じ氏･名の候補
者が2人以上いる場合、その
候補者の氏、または名のみ
記載された票をそれぞれの
候補者の得票に応じて票を
振り分けることです。その
ため、小数点以下の得票数
が生じることになります。

看板やのぼり、ネオンサインなどの屋外広告物は、
商店や事業所などの宣伝活動
には欠かせないものです。し
かし、無秩序に設置したり維
持管理を怠ったりすると、ま
ちの景観を損ねたり通行する
人に危害を与えたりする恐れがあります。このような
ことから屋外広告物は「奈良県屋外広告物条例」で規
制し、市は県からその許可事務を委任されています。
屋外に広告物を設置するときは、市都市計画課へ許可
申請を行ってください。
なお、県内では、9月4日から10日までを「屋外広

告物美化週間」とし、違反広告物の簡易除却などの一
斉美化活動が行われます。広告物を設置できない場所
など詳しくは市都市計画課へお問い合わせください。
Y都市計画課（182-5624）

■広告物の設置には許可が必要です

現在、市内では大宇陀南部線と4月から奈良交通が
休止したバス路線などの代替輸送の対応路線（榛原大
野線、室生南部線、室生北部線）の計4路線の市営有
償バスを運行しています。
また、市内を運行する奈良交通の休止対象バス路線

（上内牧系統及び室生線）等については、市が奈良交
通に対して運行赤字額の補助を行って継続運行してお
り、桜井菟田野線、榛原東吉野線などの広域路線につ
いても、国や県から補助金を受けて運行しています。
今後も、地域の公共交通等を維持し確保するために、
地元住民の方々が積極的にバスを利用することが重要
となりますので、皆様のご理解とご協力をお願いしま
す。
Y企画課（182-1362）

■市営有償バス・奈良交通「路線バス」を利
用しましょう
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◆開票結果
【選挙区】候補者別得票数（宇陀市開票区）

選挙区で中村てつじ氏が当選　宇陀市の投票率は66.75％

参　議　院　議　員

第21回参議院議員通常選挙が7月29日aに行われ、
即日開票の結果、選挙区では中村てつじ氏が当選しま
した。
投票率は66.75％で、前回（平成16年）の66.09％

（旧4町村の合計）を0.66ポイント上回りました。
また、政党名と名簿登載者名のどちらでも投票でき

る比例代表では、政党の得票が14,932票、候補者の
得票が5,325.990票という結果になりました。
宇陀市における選挙区の候補者別得票数及び比例代

表の政党別･候補者別得票数、投票結果は次のとおり
です。
Y市選挙管理委員会（182-1302）

※小数点以下は、按分票（※）です。
※無効票は576票です。
【比例代表】政党別･候補者別得票数（宇陀市開票区）
下表のとおり
※小数点以下は按分票（※）です
※無効票は928票です。
※ は当選した候補者です。
※当選した候補者及び宇陀市で得票のあった候補者の
みを記載しています。



督促手数料
地方税法では、納期を過ぎて20日

以内に督促をしなければならないこ
とになっています。市では、このこ
とを受けて条例により督促手数料を
徴収することと定めています。
納期を確認し、納期内に納付して

いただきますようお願いします。
Y収納課（182-1352）

日時　9月16日a 午前9時～12時30分
場所　市総合体育館･市榛原総合運動場
参加対象　市内の子ども
参加費　無料
持ち物 運動できる服装･体育館シューズ･水筒等
その他 1参加者の送迎を大宇陀･菟田野･室生地域事

務所より1回（午前8時30分出発）のみ行い、イ
ベント終了後、上記地域事務所まで配車いたしま
す。また、榛原駅北口より午前9時、10時、11時
の3回シャトルバスを運行します。

2開催中の事故等について、応急処置は行いますが
その後の責任は各自にあるものとします。

3昼食が必要な場合は、各自で準備してください。
4午前7時現在で奈良県内にいずれかの警報が発令
された場合は、中止します。【テレフォンサービ
ス（182-5700）】

※実施内容については、当日変更が生じる場合がありますのでご了承ください。
Y生涯学習課（184-3473）

宇陀には貴重な財産として数々の史跡が今も残されています。この伝統ある史跡を広く知っていただくため
歴史講座の受講生を募集します。この機会に古代の文化や歴史を肌で感じてみませんか？

日時　10月6日g 午後1時30分～3時30分（小雨決
行）

集合場所　市中央公民館（大宇陀地域事務所前）
対象　市内在住の人（定員50名）
講座内容　宇陀探訪会【2回開催】～宇陀の歴史や史
跡を訪ねる～　
（10月）阿紀神社～万葉公園～人麻呂公園～薬の館
（11月）西口関門～松山城跡～石景庵

《どちらか一方の参加も可、徒歩ですので、歩きや
すい服装で参加してください。》

受講料　無 料
申込方法　住所・氏名･年齢･電話番号を明記し、ハ
ガキ・電話・ＦＡＸのいずれかの方法でお申し込
みをお願いします。

申込先　市中央公民館
申込締切　9月30日a

市中央公民館（183-2251／583-1027）
〒633-2165 大宇陀区中庄202
休館日：木曜日、祝祭日
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室生区下田口1112（193-4400）
開館時間　午前9時～午後5時
休館日　毎週木曜日

9月の講座は次のとおりです。ご参加ください。
◆常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室（アトリエ･ギャラリ
ーの見学･体験等）も行っています。

◆楽しむアート特別講座

※いずれの講座も、参加費（材料代など）が必要。
※講師の都合等により日時は変更される場合がありま
す。開催時間など、詳しくはお問い合わせください。

Yふるさと元気村または企画課（182-1362）

◆後期高齢者医療制度の対象者
平成20年4月から現在の老人保健制度が｢後期高齢

者医療制度｣に変わります。
平成20年3月末日現在で、75歳以上の方(後期高齢

者)と65歳以上75歳未満の障害認定を受けている方
は、現在ご加入の国民健康保険や被用者保険(社保)か
ら自動的に後期高齢者医療制度へ加入することとなり
ます。また、平成20年4月以降、新たに75歳になる方
も、誕生日からの加入となります。
◆新しい被保険者証の引き渡しについて
現在、医療機関で診療を受ける場合は、被保険者証

(国保･社保)と老人保健医療受給者証が必要ですが、平
成20年4月からは、新しい被保険者証のみを提示して
いただきます。被保険者証は、平成20年3月下旬に送
付する予定です。
◆後期高齢者医療制度の給付
後期高齢者医療制度では、現行の老人保健制度と同

様の医療サービス等の提供を行います。後期高齢者の
心身の特性にふさわしい医療を効率的に提供できるよ
う、新たな診療報酬体系も作られます。
受診の際、これまでの老人保健制度と同様、窓口で

支払う自己負担の割合は、所得により1割または3割
(現役並所得者)となります。

◆後期高齢者医療制度の保険料
後期高齢者医療制度は、被保険者のみなさんに納め

ていただく保険料と、74歳までの保険制度(国保・社
保)から出される支援金、そして税金(公費)を主な財源
として運営されます。
保険料は、被保険者全員が一律に定額を負担する

「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所
得割額」の合計となり、所得の低い人や健康保険組合
等の被保険者であった方は軽減措置があります。
平成20年4月以降、保険料の支払方法は、原則とし

て、年金の定期支払(年6回)の際に、介護保険料と同
時に天引きされます(特別徴収)。ただし、年額18万円
未満の年金受給者等は、送付する納付書や口座振替で
納めていただきます(普通徴収)。
◆新たな制度の運営は、県後期高齢者医療広域連合が
行います
後期高齢者医療制度の運営は都道府県単位で行うた

め、県内にある全ての市町村が加入する｢奈良県後期
高齢者医療広域連合｣を設立しました。市の窓口では、
申請・保険料の徴収業務等を行います。
現在、制度の準備を進めています。制度の詳しい内

容については、順次お知らせしていきます。
Y保険年金課（182-3672）

■ご存知ですか後期高齢者医療制度　平成20年4月1日からスタートします
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「いきいきタウン」放送中
県内各市の話題をお届けする情報

番組「いきいきタウン」は、奈良テ
レビ放送で毎週土曜日の午後10時10
分～10時25分、毎週日曜日の午前
10時55分～11時10分（再放送）に
放送しています。放送の時間は変更
になる場合がありますので、新聞の
テレビ欄などでご確認ください。
Y秘書広報課（182-3912）
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室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前11時～午後4時
休館日　毎週日・月・火曜日

■昼下がりのミニコンサート
9月のコンサートの予定は右表のとおりです。自然

に囲まれたホールの中での演奏を皆さんぜひお楽しみ
ください。
開催時間　午後2時～3時
※9月27日eのみ、むろうコーラス練習のため午
後3時～4時

■森の音楽喫茶「小さい秋みつけた」
日時　9月9日a 午前10時30分～12時
朝食代（お茶付） 600円※限定50人
お茶（クッキー付） 200円
※どちらも予約券が必要です。
出演 歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長　音楽の森
スタッフ　村尾藍　ピアノ演奏:音楽の森スタッ
フ　福家明世･大山理保　ゲスト:杉村智子

図　書　館　だ　よ　り
■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
9月11日c、25日c 1午前10時～10時30分　2午
前10時45分～11時15分 3午前11時30分～12時　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
9月12日d、26日d 午後2時45分～3時15分

★たんぽぽひろば（6歳～）
9月12日d、26日d 午後3時30分～4時
★おはなしクラブ
9月8日g、22日g ○午前10時30分～11時（3～
5歳）○午前11時15分～11時45分（6～12歳）

●えいが会
日時　9月29日g 午前11時～
内容　『ももいろぞうさん』

Y中央図書館（182-4749）【9月の休館日:3･10･17･
18･24日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし会
日時　9月15日g 午前10時30分～
場所　2階和室
内容　○おはなし『あたまにかきのき』 ○新聞マ
ジック　○カレンダーをつくろう！

●映画会
日時　9月22日g 午前10時～　場所　1階研修室
内容　『すてきな三にんぐみ』

Y大宇陀図書館（183-0977）【9月の休館日:4･11･
17･18･23･25日】

【絵本】
■月のうさぎ
岡村好文絵　瀬戸内寂聴文

なぜ月にうさぎが見え
るの？森に仲よく暮ら
すうさぎときつねとさ
るは、倒れていたおじ
いさんを助けようと、
一生懸命食べものを探
しますが･･･。未来に生
きる子どもたちとすべての大人たちに
贈る、たくさんの愛がつまった物語。

【児童よみもの】
■重松清
重松清著

小説はこんなにおも
しろい！文学の入り
口に立つ若い読者へ
向けた自選アンソロ
ジー。「卒業ホームラ
ン」「ウサギの日々」
「かたつむり疾走」「カレーライス」
など、重松清の世界を味わう短編8編
を収録。

話　題　の　新　刊　図　書

◆人形劇『ジャックとまめの木』◆
日時　9月15日g

1午後1時～　2午後2時～
※2回とも同じ内容です。
定員　40名（多数の場合は子ども優先）
その他　当日、カウンターにて各回公演の30分前に
整理券を配付します。

Y中央図書館（182-4749）

【教育･学校】
■不登校･ひきこもりの
心がわかる本
磯部潮監修

100万人以上が悩んでい
る不登校やひきこもり。
その原因はなにか、本人はどんなこと
に悩み、いまなにを考えているの
か･･･。子どもたちの心理を解明し、
不登校･ひきこもり状態から抜け出す
ためのヒントを紹介する。

【小説】
■兄いもうと
鳥越碧著

生きるとは、今日を
諦めないこと。結核
で若き命を散らした
俳人･子規。無償の愛
で、兄を支え続けた
妹の律。死病と闘う
日々、兄は妹に何を伝えたのか。壮
絶な兄妹愛を描いた長篇小説。

Y音楽の森ふれあい館又は企画課（182-1362）
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■文化会館「文化教室受講生作品展」
自主事業として4教室（陶芸･手芸･絵手紙･トールペ

イント）を開催しています。文化教室受講生の作品展
を開催しますので、どうぞご覧ください。
展示期間　9月29日g～10月31日dまで
■大宇陀小学校親子写生大会作品展
夏休みに阿騎野人麻呂公園を中心に行った、PTA親

子写生大会の作品を展示します。どうぞご覧ください。
展示期間　9月29日g～10月31日dまで
■「写真･絵画･俳句･短歌」作品展【宇陀をﾃｰﾏ】
宇陀をテーマとした写真･絵画･俳句･短歌の作品を展

示しています。魅力ある”宇陀”をどうぞご覧ください。
展示期間　9月16日aまで
■守道小学校児童陶芸作品展
1年生から6年生まで、各学年とも

図工の時間に、子どもたち一人ひと
りがアイディアを発揮して、手作り
の粘土作品を仕上げました。
皆様のご鑑賞をお待ちいたします。
展示期間　9月16日aまで
■v津たかし＆NewOSK日本
歌劇団　公演
日時　12月16日a 第1回目:午後

大宇陀区拾生871（183-0977）
9月の休館日:4･11･17･18･23･25日

0時30分（開演） 第2回目:午後4時（開演）
内容　第1部：日舞レビュー「KOKYO｣～y津たか

し故郷へ～（NewOSK日本歌劇団名誉会長）
第2部：NewOSK日本歌劇団「VIVA! OSK｣～煌
めく太陽　燃える情熱～

場所　文化会館かぎろひホール
入場料　4,000円（消費税込）
主催　(財)市文化体育事業団
後援　宇陀市･宇陀市教育委員会
その他 入場券は、10月14日より発売します。ま
た、「協力金」を募らせていただきます。ご協力
をお願いします。

◆ケーブルテレビの補助対象申込期限がせまっています！
大宇陀区･榛原区に建物を所有されている方の補

助対象となる予約申込期限がせまっています。第2
次加入申込が9月1日gから始まりますので、加入を
希望される方で予約申込みがまだの場合はお忘れの
ないようお願いいたします。

○予約申込書提出先
次のいずれかの場所に提出してください。

※共聴組合などで取りまとめされている場合は、組
合などの指示に従ってください。

◆ケーブルテレビの相談コーナーのご案内
大宇陀地域事務所内にこまどりケーブルによるケ

ーブルテレビ相談コーナーを設けます。お近くの方
はご利用ください。
実施期間　9月10日b～9月14日f 午前10時～
午後5時

実施場所 大宇陀地域事務所　1階ロビー
Y情報システム課（182-2121）

■ケーブルテレビについてのお知らせ
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各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 

9月23日、彼岸の墓参りにあわせて市営赤人霊苑へ
の臨時送迎バスを運行します。お墓参りを予定してい
る人は、ご利用ください。（道路状況等により、運行
予定時間が多少遅れることがあります。）

Y環境対策課（182-2202）

■市営赤人霊苑への臨時送迎バスを運行しま
す

安全で快適な道路環境･河川環境
を保持するために、正しい利用と
常に広く、美しく、安全にを基本
にご協力をお願いします。
日頃はなんとなく毎日利用して

いる道路、河川でありながら、あ
まりにも身近な存在であるため「道の大切さ」「川の
大切さ」が見過ごされがちではないでしょうか。
今も昔も、人々の生活の中ではなくてはならない道

と川。とても大切な役割を果たしています。
しかし、その道路や河川へ、空き缶やごみ、タバコ

のポイ捨てなど、心ない行動をされている方が見受け
られます。一人ひとりが気をつけて、道路や河川を大
切にしましょう。
また、草刈りやゴミ拾い等自治会活動にもご参加い

ただき、一人ひとりが、ちょっとした心遣いで、ケガ
や事故を防ぐことができます。
常に安全に美しく皆様が毎日を気持よく過ごせるよ

う、ご協力をお願いします。
Y建設課（182-5638）

■道路･河川等安全に美しく

１　雇用保険の受給資格要件が変わります
○これまでの週所定労働時間による被保険者区分
（短時間労働者以外の一般被保険者／短時間被保
険者）をなくし、雇用保険の基本手当の受給資格
要件を一本化します。

○原則として、10月1日以降に離職された方が対象
となります。

２　育児休業給付の給付率が50％にあがります
○給付率を休業前賃金の40％から50％に引き上げ
られます。

○4月1日以降に職場復帰された方から平成22年3月
31日までに育児休業を開始された方までが対象
となります。

３　教育訓練給付の要件･内容が変わります
○本来は「3年以上」の被保険者期間が必要である
受給要件を、当分の間、初回に限り「1年以上」
に緩和します。

○これまで被保険者期間によって異なっていた給付
率及び上限額を一本化します。

○いずれの措置も、10月1日以降に指定講座の受講
を開始された方が対象となります。

※詳しくは、ハローワーク桜井（10744-45-0112）
へお尋ねください。また、雇用保険法改正の概要は
イ ン タ ー ネ ッ ト で も 紹 介 し て い ま す 。
【http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/koyouhok
en05/index.html】

Y商工観光課（182-2457）

■雇用保険法が変わります

宇陀市中央公民館内に設置されている、桜井公共職
業安定所の附属施設である宇陀市地域職業相談室は、
次のとおり移転します。
相談室では、専門相談員による職業相談･職業紹介

のほか、自由に求人情報を閲覧していただけるように
しています。
移転日　9月3日b

移転先 大宇陀地
域事務所1階

業務時間　月～金
曜日　午前8時
30分～午後5時

Y宇陀市地域職業相
談室（187-2025）

■宇陀市地域職業相談室移転のお知らせ

大宇陀地域事務所1階フロア図



トリミ眼科
日本眼科学会認定　眼科専門医

　　眼科一般診療（アレルギー・白内障・緑内障など）
　　網膜レーザー治療（糖尿病網膜症・網膜剥離など）
　　後発白内障手術・各種コンタクトレンズ処方
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市の戦没者並びに消防殉職者に対し哀悼の意を表
し、そのご冥福をお祈りするとともに、遺家族の皆様
のご労苦をねぎらうことを目的として挙行します。
日時　9月27日e 午後1時30分～
場所　市総合体育館
式次第
○開式の辞
○国歌斉唱
○慰霊黙祷
○式辞
○追悼の辞
○献花
○閉式の辞
※追悼式終了後、市遺族会主催の「遺家族の集い」
が約1時間の予定で開催されます。

対象者 戦没者並びに消防殉職者の遺家族
Y厚生保護課（182-2221）

■宇陀市戦没者並びに消防殉職者追悼式のご
案内

耐用年数を迎える水道メーターの取り替えを実施し
ます。作業は宇陀市上下水道組合に委託して行います。
屋外作業ですので、お留守でも実施させていただくこ
とがありますのでご了承ください。取り替え終了時に
はお知らせの文書で通知します。
なお、水道メータボックスの周辺に物を置かないよ

うご協力をお願いいたします。
9月の対象地域（各地域の一部）
大宇陀区･･･調子、塚脇、藤井、半阪、平尾、麻生
田、野依、嬉河原、黒木、岩清水、才ヶ辻、守道

菟田野区･･･宇賀志、岩A、駒帰、見田
榛原区･･･萩乃里、下井足、篠楽、福西、比布、石
田、大貝、澤、母里、自明、桧牧、角柄、あかね
台、白樺台、桜が丘、高萩台

実施期間　9月15日～30日（予定）
費用　無料

Y水道局総務課（182-2185）

■古くなった水道メーターの取り替え

総務省（奈良県･宇陀市）では、10月1日に就業構
造基本調査を実施します。
この調査は、国民のふだんの就業･不就業の状態を

把握し、雇用施策などに役立てる調査です。本市では、
15調査区が該当。調査の対象となった世帯に調査員が
お伺いしますので、ご協力をお願いします。
Y企画課（182-1362）

■平成19年就業構造基本調査を実施　
～ご協力をお願いします～

「宇陀市土砂等の埋立て等による
土壌の汚染及び水質の汚濁並びに災
害の発生の防止に関する条例」を本
年の10月1日から施行します。
◆許可を受けなければならないと
き

○土地の埋め立てや盛土、切土を
行う事業区域の面積が1,000g
以上の事業

○事業区域に隣接する土地において事業が継続的に
施工（施工中）の事業区域の面積と合計した面積
が1,000g以上となる事業

○1,000k以上の土砂などを6カ月以上の期間にわ
たりたい積する事業

【お願い】
現在、市内において土地に土砂などを多少に係
わらず搬入されている人（個人･法人に関係なく）
は、条例の適用になることがあります。
また、平成20年3月31日を経過して事業を継続
する場合は、条例の適用になります。
ただし、平成20年3月31日までに当該事業が完
了する場合は条例の適用はありません。
該当すると思われる方は、9月28日fまでに環
境対策課へご連絡ください。

Y環境対策課（182-2202）

■事前にご相談ください～土砂等による土地
の埋立てに市の許可が必要です

広報うだ8月号に掲載しました、「2008年（平成20
年）4月からごみの分別･処理手数料が改正されます」
の記事で、「東宇陀クリーンセンターへのごみの持込
みは、生ごみのみとなります。」が「東宇陀クリーン
センターへは、従来どおり生ごみ･可燃性粗大ごみを
持ち込むことができます。」の誤りでした。
なお、2008年（平成20年）4月からの分別収集に

つきましては、皆様のご協力をお願いします。
Y環境対策課（182-2202）

■訂正とお詫び



宇陀の夏を彩る夏まつり

阿騎野ふるさと夏まつり
〈８月15日開催〉

宇陀市榛原夏まつり花火大会〈８月４日開催〉

菟田野区古市場「納涼夏まつり」〈８月16日開催〉

★夏まつりには、多数の方からご協賛、ご協力及びご参加をいただき、誠にありがとうございました。★

８月、各地域において盆踊りや夏まつりが行われ多
くの人で賑わいました。
また、夏の風物詩ともいえる花火大会が、榛原区・

大宇陀区で各種団体の協力により開催されました。
夜空に大きく広がる見事な花火に、観客から拍手と

歓声が上がりました。

大宇陀ふれあい交流ドームで
「市民のど自慢」を開催
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